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倍　　　　学

春秋の往来は漸秩して隙なく

人は錯雑弘して到るを知らず

′ノ′、

山間の大樹は伐採を好み　　頑沼の護魚は苔等を好まず

何ぞ学徒の去るを皆しむべき

学は無限秩して大或モく　　千変して一道たし

後輩の一途ホ至る所を萄わず

先輩の遅々として葺ぷ所を怒る勿れ

唯知る

無為布して学を惜しみ

嘲弄して師を惜しみ

喧燥して友を惜しむ　を

原 肇
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∴京は僕の心のふるさとだ，＿もう4年もふるさとで時を適してしまうた。仁和寺の境総小さ

な垂斉を得て学汝に通う様になってから2年と8ケ月，学校への道すがら，毎日見去あの

磯麓を比叡そしで東山の大文字。

∴かすみにくすんだ比叡もみたレ，，春の湯気につられてC重assic Carで東山の麓も

養った。叉，断水騒ぎの夏には夜を徹して比叡紅登夢，八滴から仁和寺まで歩高た革もあ

った。　足が扁平にな？たと云っては笑わをがら　0

－この狭い盆地の中にも－春夏秋冬，それぞれ紅色々と思い出がある。そして，その思い

出を育てたあの比叡もィ，東山の大の字も，春，夏，敦，冬，とその姿を変える。

春は，かすみにくすみ，比叡かふ東山まで遼んとも①んび夢と，のどかを姿でねころん

でいる。

夏は，灼熱の日の光を受けをがら，さも涼びず紅緩怠払ただき，真山の大文学も録をう

つして美しり。、一

∵叉秋には，晴れわた？た空の帝摩，憲の白の率葦こくつき彰とCentrast　強く■，山の

壊しさなかしげもなく示している。そして東山汐大文字汝轟からやがて赤土の色を封びた

濁色となる。＿

▲　そして冬は，寒い冬も，比叡の新山は身ぶるいもせず，ふところに雪をわだき，雪の自′

！さと，樹々の点線の対庶がを㊨て層冷たさを感じ首せる，叉煮出の大の字には雪かおいて

白い大の字がふっくらとうかび摩る0

このすぼらしい景色をみるた甲にああいい街だなあを，いつも感じるのであーる。

′、そして今年の冬は承翠「層きびしく寒い，門出のきびL等だろうか。別れの竜かしまだ

，‘畠うか。
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・1月23日～の嘲

粉琴く

コク，コク，コク

白タイテック夜ノ曽

水島ヨリ吠エル犬ノ声、（
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1回生　　泉　　由美子∧

今朝は珍らしく雪が1Cのくらい碩って（廣ったと云える皐のなら）轟が其白になってhV

ました。「寒いなあJとhやになるよりも，雪が降って，それがとけてしまわずに残って

hる七との珍らし尊で，とてもうれしく在ってきました。今月は何か長い事があるかもし

九をわという気がする程でした。朝食を大急ぎですまし，防寒体勢（7）を整えて，眉養

事を引つばうて外に出てみると，牛乳酷塗の人や．，新開配達の人のつけたらしい自転革め

車輪の跡が数本，雪の蓮の上咋ついてました。時刻はる時半頃でしたので，うす暗くあち

こちの外虚が明々とついて料かi近所の家にはまだ明カがついていませんでした。空から

は雪ともあられともわからないものがサラサラと降って翠少，まるで広重の蒲原（東海導

五十三次）の絵の中にいる亭うな感じでし牢0．その中を自転革でつつきって行く、のはく，寒

1く冷hけれども，とても気持のよいものですね。何か心の中が洗われるというか澄みきつ
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ていくというか，そんな気持でした。

＝阪神醤避妊出ると暗くて・白かネズ草色かわやらなりような雪の降っている中を・其白

の道の上をヘッド・ライほ照らしてrトラックやタクシ丁をどが濁ってしくのが，／はく／

′テレビに出てくる冬の夜景のようでし考。

一、そして駅に着いて電革に乗少，大阪駅咋萄付く鱒つれ，段々明ろくなつそくると，絵あ

1〟ようを雪景の鑑みが薄れてきて，現実の世界に立ち帰つ女よう夜気がしてつ如ませんで
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桂川を渡る、と，雪が少し深くなれ4～5朗凄もってhるようで・頂都と甲子園との墓

が出てhるように思いました。

8時50分に学校につくと，雪の積ったロータリーは，菅だ人の足跡も少く，足跡のを

いところを通って，自分の足跡をつけるのが，とてもいい気韓でした。きれいを雪を－つ

かみ手に擦ってみると，いつもの雪と違って，粉を撞ったような感じで，事を開いてフツ

と吹いてみると，サラサラと掌から散ってしまいました。これが粉雪というものだろうな

あと思いました。一この時，高校の国語の先生が「粉雪と払うのは手に握つ七もしっかカと

固まらずに，又もとのようにサラサラとした雪把をってしまうゝものだ」とおっしゃってい

たのを急に思い出して‘，高校がをつかしくをってきました。そして今度の試験が済んだら

一度高校に行ってみようという気になおました。

チェーン編集の人に顛ほれて，曜なんとなく1今朝の事を顎を追って書いたにすぎませ

んので，盛卓上タのをいつまらぬものに覆ってしまいました。このところ，唯試験の前の

憂鬱夜気持に支配されていますので，こんをものしか書けませんでした。あわび致します。

卒業といっても

4回盤　　平　間　敏　郎

4年も終わになると，学校から厄介者あっかいの態度が露骨に怠ってくる。後50日にも

満たない日々を考えると，後悔と感傷が期待を喚hつぶし，北風と一緒にをカ増して寒々

とした思高にさせる毎日である。大学に入って特別の思い出もをく平々凡々の一白々を送っ

てきた。大学に入った時のあの意気は今はもう無くをってしまった。このように無気力に

をくるのは何も自分「人だけの責任だけでもなさそうだ。社会「鮫の風潮がそうをっている

事も大きな原因だと思う。つまり，大学生が学割をふんだんに使って色々と社会人のしを

h事壇で把手を出す結果，大学とは授業料を払って遊ばしておく所ということになる。学

生の間でも勉強する奴を融通の効かをh無能者同然のあっかわをする傾向にあ、る。おべっ

かいや，遊びのお相手で「生過せそうにも無いので卒業前になって，これでは困ると非喝
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を上げている輩は多くいる。．私自身その最たる者である。

雑学を頑の上に乗せ，大学出で御座居と，高い給料を貰い，苦労し実力を附けた人を足場

に地位を得，大学とは有顛h所だと言い切れる木が将来何人いろだろうか。

難しいものを避け，取り易い単位だけ手に入れ，実験を人にたのみ，たのまれた者が次の

人拓頼む。演習をすれば，答案丸写し，これぞ正しく学問の自由とは至言である。この中

で自分も大きをカとして加わっていた事を誇ることが出来よきか。

「もうこ牢も有れば」とは引かれ者の小唄だ。

ともかく，卒業は寂しい。卒業に億せぬがゆえを卦さら。
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1

1

下　手　の　横　好　き

2回生　　　山　下　清　書　ミ

、・叫・人、Y叫“帆、加小“、州、、＼＼へ、、、γ、一八へ、“血・・、、“、“、爪“、“－ヾ山川・い八、J

中学校に入って間もない頃でした。体育館の中央ゼセットや鉄棒でサーカスのような事

をしている人々を見かけました。まるで人間技七をいので驚嘆の思いで見とれて居ました

が，俺もあんな事が出来るのかナと思って開いてみたら，その人々は体操部とかで一年も

練習すれば出来るようになるとの事で，「人前に在った日の漬菜を考え，自分の運勢神経

も顧牒みず入部したのが間違いでした。今，書いた結果というのは，大車輪とかいうもの

をきれいを女の子の見ているところでして　あら山下さん，ステキ！！〝＿と言われる事でし

たので，思えばワタシも早熟でした。入部の動機がかく不純をものだから神様は，同情し

てくれず以後苦悩の連続。地上転回が，やつと出来たのが入部してから→年目だから億の

事は追って知るべLです。夢にまでみた大車輪は出来るはずが浸く，逆夢線のはじめての

練習で頭から落下してノビたのがこ年目。とうとう退部したのが二年草たった頃。結果と

して喀和琴痛が残拍した。と同時に体操が好きだった事を知りました。

海手の横好きやたぐいにもう一つ音楽があります。小学改四年生になった時，両親にせ

がんでブナイオリンを習わせてもらったのが，音楽をまわ身近かに感じはじめた最初でし　√、

た。始めは無我無中で，前号に松原さんが書かれていたテクニックとか音楽性なんて頚に
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ち帰る足の轟かった事，またその反対の日は学校から帰島あが恐ろしかった患い鱒。とめ

事は忘れられ孝h記憶です。

中学に入ってから，hろいろを名曲を知る咋つけ，今にきラとひけるように売ると練習

を続けてましたが，だんだんけしからん考えが出てぎました。チゴイ哀ルワイゼンとかメ

ンデルスゾーンの協奏曲をどをひいているのを，ある女の子紅穎hでもらいたわとhう事

でした。（念の為に尊いときますが，この女の子とは今だ近津高交際を続けで卦少ます。

相手あ人がどう思っているが知拍せんが，自分はそう信じていたわのであわ写す）こん

琴不純夜気持を持ってからはこの帝でも神蕪に見放されたらしく，この頃，生徒会，新聞

部，をどにも入ってましたので，ヴァイオリンを持つ時間が少をく表わ，遂に高校入試前

に練習をやめたのです。夢も消え富したが神経経常し仏事をしました。ここに不滅の天才

ヴアイウエスト山下清書は死んだのです。

ゾ高鱒時代は，音楽が別咋嬢わでも恵かっためで奮うまくも貴いヴァイオリンを折々気の

向いた時にギイギイ鳴らしていましたが，東温萌覇凌方でも浸く，高校三転の事情もあカ，

／先生につくとこうまでhきませんでしたや

大学に入ってから，すぐオーケストラ恭紅人身ました虚言，再び島生につく決心もつかず，

一人ノコギリの目を立てろような音を出して壷こん萎めます。溺園の人は恐ら圭大迷惑を

のだろうとは思いますが，何も言わないので飽き忽ねでめるの女と宿－じている今日この頃

です．。

ところが今日，再び先生につく決心を巨富した。と言うの汝，哉下宿の近所にピアノの

う・まいうら若き女性が屠る事を発見したからです。もき数年たったら，皇太子のチェロ莫

層手妃やピア／のような姿がみられるでしょう。

｝下手の横好きも大したものです。この文章を書きをがら考えたのですが讐何事をするに

しても蔭に女性それもパアサンで夜h人の応援がなければ成就Lをわのではをいかとネ。
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／Cbainに投稿するのもこれが最後である。↓かし今哀先輩面をして後輩諸君に言い残

したhことも，忠告したいことも融にをh。

優の数も単紋の敦も適当にと少，その他大学生をら誰にでもやカそうをこと／は大体やつ

、て来たじ，就職も走っている今，あとは卒給を仕上げて卒業を待つだけである。どうやら

この四年間は人並みに過して来たし，満足もしていをいが，それ程後悔もしていない。

唯∴つだけ残念左ととがある。それは大学へ進んだ目的の一つでもあわ，又高校以来ず

つと考え瞬けて来た問題・……如ち自分の人生にとって一蕗大切をものは一体何である〈

ヘ二才？を知力たいこと。又それを追求していく為のバックボーンとなるべき確固たる信念を

獲得したいこと……カ亨今白も末だ解決されをいことである。こあ抽象的な英銀とした

命題の解決にはあと何年，いや何十年かゝるかも知れをいが，大学という温室から，きび

▲　しいがしかしやるべきことの多くある実社会に出てからも絶えず追求していくつも少であ

る。これがカ、生の四年間の稔まとめSming upである。

我国の科学技術はどれ程後れているのか？

／命　　　　　　　　　　　　　　相　宅　省　吾

㍉近年，技術革新，技府導入等で日本め科学技術は随分後れを敢夕戻し－，諸外国に追付h

て来たと云われ，事実テレビや各種の新しい繊維等が市場にあふれ，更に鉄鋼の生産では

英国を抜く棟を有様となってきた｝この棟夜外見だけを見れば，我国はすでに西欧諸国に

追付いたと云う事は一面の事実を示しているが果してそうであろうかd特に近頃人づぐ少

－7－
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／官民一体として呼ばれ乗艦人づくりと科学技術を職業としている我々にとってもう少し，

この問題を考えて見たいと思う。

今此所で（科学）技術と云うのを簡単に考えている様であるが．之には質的に異なった

ジ　色々の段階がある事を気付くのである。夫を今仮にA，8，C，D，E，Fの六級に分けて考

〈えて見る。只之がどれが上級であわどれが下級であると云うのではない。

今A級の技術者，例えばエデシンとか，ナイロンを始めて発明し工業化した米国，デユ

～　魯

ボン社のカロツサとか，原子力を開放したイタリーのフエルミの如く無から有を造り上げ

薬品化した人達である。

更に8級とは現在ある物質，例えばソニーの技術者のように外国のトランジスターを改

良してラジオやテレビを造少上げた，叉前から存在するグルタミン酸ソーダよ少味の素を

造り上げた池田博士の如く▼，存在する物質の新しい性質を発見し工業化した技術屋を指し

てよいと思うも

次にC級の技術者と云うのは，毎の内外に確立した，叉確立しかけた技術をより早くキ

ャッチして技術導入し叡少入れ，この工業化に成功した技術屋を宿す。之は例えば，ポリ

エチレンやテトロン工業とか，義朗の技祷とか，蛍光灯に至るまで夫々導入して成功した

人達である。此所には飼えば，東レ，帝人の経営者等が上げられる。

D級の技術者とは以上の導入された鼓舞を単紅義美に設計し計画し実施に移す人達であ

る。この人達としては各会社の敬具蓮であろう。

E級の技薦者は設計計画されたものを某寮に旋盤でけずお釜をたきメーターを調べ所謂

現場技術者と云う人達である。

F級の技術者，飼えば直捷製品を作男検査する人藩を希す。

今我国では残念をがらA級の技術者は見あらない。この産を独創性のある発明が無かっ

た訳ではない。（勿論少をいが）しかしそれを育てる社会，人，即ち環境が悪いのではを

いかと考えられる。即ちA級の科学技術はどれだけ後れているのか最早時間では計算でき

まい。一応100年の後れがあると考えられよう。

B級の技術者はどうだろうか。之に相当する人は時に見受けられる。そして現在稔国で

はこれを日本独白の技術と称している昔からすでに存在しているものから全く新しい長所

を見出す事は重要夜皐であるが，失張力完全に独創性を誇る把はいささか淋しh気がする。

猶不思議な車にはこの嘩豪技術者には本田技研の本田社長の如く学歴は大して問題凄い様

な気もする。畠級では外国に比して10年後れていると考える。

－8－
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C鍵の技術者は之は仲々に多い。‾萌治以来稔国は西洋の文物を速かに輸入して早く外観

だけでも外国並の近代国家となる様に官民一致して努力した成果によカ，白人以外で唯一

の工業国と表わ得たのもこの為である。この様な技楯者の中には一流大学の所謂秀才が多

い。しかし如何に速かに和国のものを取少入れても真似は真似であって外国よか進む事は

′出来をい。即ち1～2年の後れはやむを得ない事である。

しかし∂級の技術者になれば如何であろうか。外国から未完成のものが輸入され我国の

現場技術者の手によ拇非常に優れた盛品を外国よわ早く出す事がしばしばある。こ年は現

場技術者の誠実なる努力と頑の良さと辞用さのたまものである。このD級においては私は

／外国の綬術より1－2年進んでいるのではをいかと見る。

更に王政はどの様を人達であろうか。昨年スペインで技術者コンクールで金メタルを獲

得した所謂熟練工の人達，粗末を機歳で見事を製品をづくカ上げる中小企業の技術者達で

あろう。この人達は外国に比して10年も進んでhるのではをいかと考えられるい

吏拓許級とはどの議を人達だろうか。我国が農業国より工業国に浸る時最も働hた人達，

毒のま珍よ少縞を取り素精しい織物を作力上げる小女達の技術，又呂に見えないトランジ

スターの心臓部のハンダ附をする政府とかカメラのレンズを磨き上げて行く技術など，こ

れは生得のものであうて外国より100年も進んでいると考えて良い。

我国は今壇でこのか．E．Fの技術者に頼って近代国家に脱皮してきた。そしてC級の技

／務も異常を努力によ少外国に近jhてきた。しかしA級，特に8級の技術も鱒ではあるが

出て来た。問題はA級の技府がどの様にすれば生れるかである。真に独創性のある科学，

羨番は我国では生れないのだろうか。私にはよく解ら表わ。只云える事は，A級の技術が

生れて来て始めて我国が西洋に追h付いたと云えるのでほ夜いか。

私は今技術者として，又人造少の「員としてこれから生きて行かねばならない？理想は

高い方がよい。どの様にすればA級の科学技希が我国に生れるだろうかを考えて行きたい。

そして一日も早く西洋に追い付いて名実ともに近代国家として－「人立ちするようにを少た

わと思う。
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追い．？められ華甲回生の原稿＿

4回生　　広　瀬　節　子ゝノ

工感に入つでからもケ4年…・1〝これは義年のC科追い出しコンパの席で協園生の‘

′／♪人が歌っていたものです0あわ時は笑って開いてhまもたが今は私が4回生や追い出暮れニh

〉　ようーと、しているのです。確かに私が工嘘に入ってからもケ4年なのです云先日Chai王1ノ

の編集部の人が実級室に来て，どうしてもchain三に何か書け‘というのです。4年間に感　一

じた事，・思った専一，何でも・浴いって言うんです。期限は1月51‾日，そして今は1舟5，0－

日の夜110時5■0協です。追いつめちれえも、のです。一

さて4年間に何をしたかナと考えてみるとこの4年の間で私にとって意味の挙ることはジ

「入漁をす去よう転をったとrhタノこそだと思いフいたのです？高汝時代まででも旅行や山

や晦に出掛けで行くのは好官でしたが，いつも大勢の友達と〉一緒でをいとつまらないと思

ってh・ました。それに元気そうな事を口では言っても大変を淋しがカヤで†人でどこかへ

行くノ蔑んで事は夢にも考えノられ官せんでした。　それが大学生藷も半分を過ぎた頃か．ら

一人で旅に出てみたくてたまらなく妄づたのですむ普段の生活から馨れて自分を見つめて

みたくなったのです〇　　一をして5回生の秋にやつとそのチャン璽ミ訪れてき東のです0

→人ゼ秋の山蕗を歩いているとその個食にとけこんだ自分とそれを客韻的に眺めている・

もう「人の’自分がいるのです。それに普段の自分を義　かえって冬でも別の自分というも　ー

ごあがいて喜こんだ少怒った遁しているのです。別の世界から自分を見てわるようで楽しく▼：

凍ってしまレヽました。

それから「人で旅をするとその土地が持つ独特の管凝気が充分把味わえると思うのです。〉

何人かの友達と行くとその友達と疇緒というので自分達だけで十〇の夢海気をつ－くってし

まつセその土地そのものの持つ夢路気にはとけこんでいけなわんです。それに人の親切とゾ

いうか善意というものに出っくわしやすく又それがしみじみと感じられますし串ねた他の

人子ともこだわ如く話が出来て楽しいものです。

ん去年の夏守山からの帰少に「人で永平寺を訪ねたときも1人だったからこそ，あの寺の

持つ威厳とムぅヵ払厳さというものが強く私をとらえたのだと思うのでする六百年は経た

という大杉の下笹立って肌寒い位の早朝の空気を胸一杯吸いこんだ時，せめてもう百年前

ヾ　　　÷

～一㌧　も＼
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に私が男子として生れていたら…‥きつと家出して人里は覆れきびしい修業のこの寺でJ／／

一生を送ったヤめろうと考えました。何かを真剣推考えつめるということも「人で族に担′

場合でないと夜かなか出来ないものではないでしょうか。

それからもう1つ1，†人旅で得るものがめるのです。私達の周囲には何か面白くない事

や対人関係のうるさゝというようなものが必ずめると思うのですが，一人旅から帰ってく／

るとそういうものが何でもをくなるのです。今までうる軍わをとか妹だをとか思ってりた

ものにも面白きを感じるようにくなるものです。

地図や時間表をひろげて自分の好きをようにスケジュールを組めるのも「へ旅の良さで

す。計寧変更でもめる相手もあわせせん0／

でもとんを匠のん気で勝手妄旅が出来たのも大学生活がめったならこそだと昂うのでサト

これからはちょっとこんをわけにはいかないでしょう。こんな事を書くと〟大喪は旅行す

るために来るとこちではない。、つて叱られそうですが，私には一人で複をするとと，それ

の経つ意義がわかったというのは一つの大きを収猿だったのです。

4年間に得た収獲ってそんなつまらをいことかつて笑われる方もいらっしゃるでしょう。

でも何もなかったようはましだって言っておきましょう一〇．それから養う一つ都合め良い

（？）言い訳は　追いつめられて書いたのでもつと重大をことは頑に浮んで来をかつた〝ノ

って寧なんです。追いつめられているのはcilainの原稿ばかカではありません。卒論要

旨集の原稿もなのです。

では5回生以下の皆さん，残カの学生生活から貴方（貴女も）にと？て何か意義めるも

のを見つけて下さい。（陳腐を言葉で申訳めりません。）
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放北の色

者奏でし　　　音曲の

1神秘のヴェールに1包まれた

我が汚身

「晴子／」

答えるものは　　涙をカとも

署は替る

参の山の雪の下
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楓梼夜泊

月落鳥噂霜満天

江村漁火対愁眠

姑蘇城外寒山寺

夜半鐘声到客船

琴㌘　i

～、

心　の　やす　ら　ぎ

．
．
U
V
l

研修生　　　渡　辺　昇　三人

蛋幾は中唐の人．生顔は不詳だが758年に在世の記事がめる。

この詩は古来有名な詩で旅吟としても抜群の作でめるといわれる。

題字の楓稀は姑蘇城即ち古の呉の都今の蘇州の西で十中国里，運河上の石橋で，当時揚子江

の南北の交通には必らず通過するところでめった。寒山寺はそこから約三寸の処にめると伝

えられる。

張超も又旅してここに舟治して寒山寺の鐘の音を開いてこの詩を作ったとなにかに書いてい

灸が私もそうで参ると思う。

現代の鏡にも条件は異なれど，よくこの様な心境に在る。

現代の時下は三面記事の暴力の世界，中は交通地ごく，上は宇宙時代という現代において心

のやすらぎというものがをければ人間という動物は画しろく暮せないのである。

この詩は秋の旅の夜泊は淋しく，眠られぬものであるということを歌っているのでめるが，

詩一つ匠ついて味わうということはやはり心のやすらぎを起すものではないでしょうか，僕

はこの詩が好きですのでこの詩において心のやすちぎを人間は求めて生活をしなければ面白

く活せないという僕の信条をのべたまでです。
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寒い・つめたいざ

ジ　4回生　　大　洞　壷■　樹

寒改襲来で北陸地方に大雪が降力教書が相当出たそうですね。年に2，5桓しか雪が降

、らない京都では想像も出来富せん。京都もその影啓をうけてか冷え込みが厳しく，フてトン

の申鱒入って事を少しだけ出してつ軍らん遥刊紙を読んでいても数分のうちにつゆたいと〔

いうよカは痛いといった感じがいたします。水道管のはれつのため水が出ず，コップー一杯

のもらい水を手ぬぐいにしめらせてサツサツと顔をふいてから学校に行ってみるとめには

からんや中庭の池には2Cの近くの氷がはかつめてちょっとやそっとでは割れません。まず

小石で牢たいてみてみたがヒピーつ入らず，次匡少し大きめの石でやつとヒビが入力まし

た。最後に片足を上げ注意深く氷の上に翠心を乗せ夜hようにコツコ、才とやって氷を割っ

て意気ようようとして生協に朝食のパンとミルクを教わに行き実験室の石油カシの穴を歩

けたやつをリングパ嶋ナの上にかぶせたストーブ紅かじれついて朝食をと少ました。50

分か1時間すると昼めしの時間，悪友と七渚に食べ托行く途中もうー度池の様子みたとこ

ろ朝見た時と少しも変わません。そこでhhました，「氷り上紅のっても大丈夫や」する

とそのうちの1人が僕がやったのと同じよう氷の上を鞄でゴツンゴツンとやってたそ久で

す。その時僕は見ていなかつ虎ゐセわかカませんでしたが，ひょいと境をみると，もののゝ

美事をスタイルで鞄の中に落込む瞬間でした，今でもその動きがスローモーションのカメ

ラの如く思い出されます。さいわいにして野次馬も考く叉ケガもあく，彼自慢の腕時計も

水にはぬれをかったようです。〉車だ全身びしよ華れ寒い琴わとh？ていました0

寒いの絞めた努まえです。今は冬です。rしかも琴汝襲来で零下数度という時ですからね，

ここに寒波のための被害者の一人について述つましたが，そういう僕も被害者の1人です。

をぜならそれから一週間顔も手もまともに洗え浸かったからですe

A署ここ笹署のことを書寧ましたが意義があ．？て零いたので技塾努ません○京都の冷込み

がきついということを記したかったからです。もっともC弘王Nの編集委員が毎日何か蓉

けとおどかされ，それを安請合いした運のつき題材に困ってこんなことを書いてしまった

のです。おゆるし下さい。
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あの雪の街路樹を，私は全くこの世の中に「人き少でした。

人つこ「人として見当らないのが本当に堪え難い気持でした。

見上げると雪の花びらは水銀燈の光に映えてこの世の物とは思われませんでし左の。官る

で私の身体は宙に浮かんで進んで行くようで，白い影は私を通わ過ぎて行くのでした。／

あをたがか苦しみに覆る■ことをど，本当にいけない私でした。

やさしいめなた○頼もしぐ，誠実で，思慮辣くそして寛容でめる毎夜たのことを思′う七私

は本当に幸福でしたご

しかもあなたは真実を求めて恕進今になるということしなや掃きしてからは，私は少し恐ろ

しかった位でしたの。

何が真実であるか私にはよくはわかタ首せんが本当に求めるに充分価するものだと思いま

す。

めなたはいつかおっしゃいました。「あなたの方がよ少真実であるようを気示してたまら

ない。J

今とをっては，妙につめたh空にカランコロンと掌るでスフィンクスの額よりも渇いた等′

尊を残して消えていくのです。

あの時から私は…‥，一ぬぐいきることのできをい，そして絶えず私をすっぽり包んでし

まう不吉を暗闇はどこまで私を追って来るのでしょうか。内心から欲するがまゝに生きる

ということはどうしてこんなにももつかしいととなのでしょうか。

私としても断絶することのできぬ人間のきずなだけに自分をみつけることが出来るのです。

憎悪とか偏見とかいうものは果して天賦のものでめ少ましようか。

そんなことはあり得るはずがあわせせん。

人間は誰で皐，物心つかぬ頓から教え込まれるのです0

一生懸命…‥，骨の髄まで蔑み込むように，たゝき込まれるのです。

「これはだめ」，「あれは恐ろしいのよ」，「あの人は悪い人なのですよJ

ー↑5「
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私のために苦しむなんてそんをことはどうかなさらをhで，

やさしいあをた。思慮深く，慎重で，いかをる時檻も冷静をあをたが，苦悩に悶える姿な

んて，私には想像するだけでも堪えられません。

「結局人間はお互い一人ほっちなのだ」つぶやいた参をた。私は本当に淋しい気が致しま

した。心の底から湧き出る淋しさなのです。

レ、ゝえ，私のことは大丈夫です。どうぞ卸心配なさら急いで下さわ。

私自身，幼い頃から縮らめという観念を自然とうえつけられたよう夜気が致します。もつ

と強くをらなければならない，憶病を私。

苦悩に堪えていくこと。これだけが私のとりえなのですもの。

喫茶店の片隅でいたずらを発見された子供のようにてれるあをたのお頑だけが妙に私の頭

に焼きついているのです。

今となっては，はるか昔のことのようを気がしてなおません。

その通わなのです。男として生まれた以上，どのような階級にめろうと，汗を流して働く

ということは一番ふさわしい事ですし，それが又人生における意味であり又早的でもめ少

ます。それによっ七幸福とか満足というものが得られる紅蓮hあわません。

やさしいあをた。primitiveなはだかの自分をみつけることは大切なことです。そし

て内心よ幻欲すること以外のことはをさらをわで下さるよう。

私も心からめをたのことをお祈わ致します。

朝，日が覚めて，壇だ生きていた自分が意外であるような気が致しました。明るい冬の陽

光を浴びをがら涙がほとばしカ出ました。

何が何でも神様に感謝したいようなこの気捧なのです。「私の神様」とつぶやいてみて一

人で微笑しました。

起き上って，今，ひそんでいた物が急に溶け出したように思われました。自分の生きる道

が現われて来たようです。自分にはそれがまだぽんやカとしかわかわませんが，妙にそれ

ははつき少したものをのです。

近い内に一度帰省致し養いと思います。　　　ノ

あなたの御健康を祈少つゝ

心の底より

1，’金吾かン’・三1■‾‾■1、、七∴■1＝1∴■・へ、‥、■＿＿ミ＼1モ1べ‾べ∴↓∴∴、ゝ1’＿＿「∵∴ミ■こ．∴二＼JJL二㌧：●■ざ：1、：∴Y、や’、こ、ヾこ∴■Jl、こJ　■∵・㌧「∵∴Lで：’■∴く：二’：・．ここ∴詳、浅∴二項も盲惜ここ；．ヾここやィ，デ・こL．∵∵∴や■7、1’、ン■∴∴r∴＼1こ∴！＼■∴しこ．－L、■ぐ、さ、よ・1■ニ11丁÷㌻ンくさ：たこ、
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手袋，足　ぶ　く　ろ

4回生　　平　間　敏　郎

へ、、、、“′や、＼、J八、“＼“・、、八＼、′〟、、＼、・′さ＼W““、V、＼∴＼、、“、、＼、＼、、＼一、t、、“＼、＼、＼、′“＼一、二、“、Vや＼－）：＼＼“、、、、ヽ“小｛、、㌦・、、

手にあるから手袋，足に袋があるのに靴下，あたりまえの話だ。では足の所へ手があっ

て，手の所′ヽ足があったら何というカ＞■誰もわからない，そんな事が起るはずがないから

だ。これは不合理な事だが，それが起ったとすると世の中の困難がすべて解決するのでは

ない伊，夢みたいな話だ。

足袋（ぶくろ）は「あしからず」とばかりにタバコを韓にはさんで鼻から煙管出させる。

こにくらしいしぐさだ。足の手は，靴があるかぎり必要だ8おかげで長い間タンスの隅で

待ち疲れたつぎはぎだらけの手袋の新しい任し1道が出て来た。そのかわり手の足劣（ぷく

ろ）は，穴が開いたからとか），片方の色が太陽にあてると少し襲うからとか言って，次々

と変えられる○

つまり両方とも虚栄心そのをのと言えるn

外を歩く時ならいざしらず，毒草に乗る時など，切符を出す為に片方の手袋をはずすが，

っげろのが面倒なのでやらないままにしておくと，そのまま一日しないでい／る。別に気に

もならない。当然といえば，叉当然の話だ。そうだからと言って，片方しか持たず外にも

建ちれない。何んという不合理な事だ。俺は大いに怒った。そこで先に片方だけ手劣をし

て散歩に出掛た。自分さえ気にしなければ何んでもたい，右手は皮膚の年輪一つ一つから

自然のめぐみを吸い感じとる。吸い過ぎると，気安くポケットに入れる。口笛が自然と口

先で頗る。ああ快いかな。片方の手劣よ。　いい気持て足を伸ばし近くの市場にまでやっ

て来た。人が屠る。ぞろぞろいる。誰も片方の手袋に気が付かない。ざまあ見ろ○いい気

特だ。優越感車の嘩越感とはこ山ことだ0試験のやまが当った時のあの感じだD、残念，

片方の手袋を知ってる者に出くわした0有頂天から正に現実クノあの劣等感へ引き戻された。

お袋だ，頭席と野菜を両手に持たされた。威容世の画こは額駄の様に見えて無駄はない○

砂な所で感心した。僻を考えているのか印からなくなった。頑の中が寒さでやられた大根

の様にさくさくと音をたてた。
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八　丈　島　旅　行　記

井　上　道　明

この4年間各地を旅行し，夫々の土地で楽しい思い出iへまをやったことなど色々ある

がト最も印象に残っているのは八丈島へあ旅であっ東訂八丈島は伊豆七島国立公園の最南

端の島で東京から約40〔トKmの拒杏にある日

一　この島へ行ったのは春も三月初めの頃であった。ジ東京から黒潮丸とも〉、う500トン位む

貨客船に乗込んで約半日t．夕方に東京のネオンまたたく巷を後にして，翌日の朝に八丈島

に着いた。この島は鳥も滴わぬ八丈島と云われているように，八丈航路には黒潮丸が⊥愛・

就航しているだけであり，海が荒れたりすれば出航は′予定よりも1月や2日必ず遅れ畠と　∵

言うこと．であった。そしてこび航路は荒れることで定評があるそうでだったが，喝々の精進

が艮かったせいか大し′たことはなかった－，といってむ船の進行方南に一喝ころんでいてもロ二　二

一リングのためほ左右にころげる始末でやる0やつとの思いで鳥も通わぬ八丈についた0

この辟こは希がない。だから乗下船の時増ハシケを利用する。旗ときたらむしろ人とい

う掌り貨物並の救いで＿リ大きなうねりでハ〉シケが浮上る所を見計らって絵島やi我々を六シ

ケ鱒投げ出してくれるのでノ，我やは唯両手をつかまれて，ほいと投げてくれるめを待つだ

けだった．。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、ト

こ野島は二つの火山から出来ていて，その火山の串間の平野部に部落が集まっている。

島をと軌道路は頑な鞄道路でやはり簡緒千という感がしたも執こ洗わ論で

いるだけにきずがに暖い。5月始めで桜が満開だった。さぞか〉し夏は暑いであろうと思っ

たが，島の人の話では空気が乾塵していてそれほどでもないらしい。島内至る所¢こ亜熱帯

植物が見られ，観葉植物等が栽培され，我々の日管楽しませてくれる。これは内地に出荷

され争そうである8島にいたのはわずか5日ばかりであったが島の人々に鞍することより‾

色々の璃蔵が得られた。こういう島の例外にも、れず若い人達はほとんど島外に出るらしい。

八丈島は伊豆七島で唯一一つ水田餅作の出来る島であり，島の磯集も農箕が多いということ

である●我々のお世話になった家は魚星の店を出していたふそこの卸主人は戦争中に関西、

雪こ住んでいたという人で昔話た花が咲き，我々の関西弁がなつかしかつたそうである。〉

この八丈島は今では観光地になろうとしている。日何往復もの飛行幾が島と東京菅行き

／来している。もう何年かすれば，ィ俗っぽい観光地になってしまうかも知れないよ今のまま∵
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lこと

の姿や痍してほしいと思うお′，そうもいかないであろう。色々書いたが，やは▲りこういう

島浸我長にとって捨て難い所かあ宜。

もし行こうという人があるなら．夏に行くことを和すすめする。夏は海はそんなに荒れ

ず，叉南国の気分を充分満喫出来ると思う。

四年間を‾ふり▲か、ぇって

4回生　　村　田　　　有

／（四年間を・ふりかえつセ見て，今迄に何せやったかと考えて見るとパまずかしい事ながら，

額もやっていないというのがほんとうのようだ。時間的，径覇的，そ♂ノ他いろいろな事情

デ　で蟄東なかうた事もあるだろうが，やれなかったというより自分がやらなかったのだ。い

ぎやるとなると事なかれ主革で過しでしまう0悪いとは思ってもどうも直す革が出来なか

った。‘詞でも見七やろうカという本の中で著者は云っていたと思うが，、‘まあ何とかな

るだろう”という気持は悪く云えば乞食と同様の気緒だとか7時間的にルーズで無計画な

象分の事だ。色々の事でさしさわりが出てくるのも当然だ。それをいい事隻こやらなかった

という感が強い。

額誉やるにも思いきづて自分のやりたいこ孝賢やる0それが棄敗しても後で後悔はすま

組込これが入学した時の気緒であった。が反面何とかなるだろうとして楽天的にすまそう

患い　気得も多分にあった。自分の好きな野球も思い切？てやってい率い。′旅行，碁，マ

ージャン，考えて見ると遊ぶ事ばかりだ力子これさえ出来ない0まして鱒な勉強，実験等や

～れるはずがない。だから卒業前というのは卒論も應来ていないやだ。りかし後悔している
き

のではない。自分なり隼の～さに，且つ楽しく過レたのだ舟てら0

実験室でのアミダ，叉飯を食い翠がち和気あいあいと過した事など，学生ならではの事

だろう。どちらかといえば家庭的な訝因襲のやる与野学校。何ざやるにもやりが早のある

学校だ。クラブ活動一つにしても，他の選手が巧いといっても知れたちや，や寧気になれ

ぱすぐ中心毒手にもなれるのがこの学校。それに比べへ並の才能－，努力ではついていけな

／も、汲人一倍の棍塵と素質が必要とするよう孝学校をあるだろう。こういう学校では卑分の

ィ牽恕たい事も充分できないだろう8そうい？ても学校に鱒草々？寒い面1、悪い南野あるの

／　→へく
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〉だから，どtが悪いというのではない。人夫々に適した学校か偽るα）だから，この意味で

ぼくが偶然この学校に入ったのは幸運だった。この学校にも欠点は多い。どうも小さなわ

くに閉じこもりがちのようだ。小人数の学生の事だから当然対人関係も少ない。学校とは何

何も学問的な事のみに終始するのではないわたから出来るだけ多くの人と淳する機会を持

つのが望ましい。それ故出来るだけ多くの人が何かのクラブに入り，活動するということ

は他に少々の害があっても大切なことだろう。それにしても工芸学部と織維学部が離れて

いるのは全く不便な事だ。全く別の学校のような感じがしないでもない。〉関係するのはご

くわずかでクラノブ活動にも大きな支障がある。片道へたをすると一時間ほどかゝる。こん

な事では合同で練習も出来ない桝は当然の事だろう。戟羅化学科に関する事でも多くの問

題もあるだろう。現在ある講座はどこへ行っても司じようなもので，もつと独特な講座が

あってもいいはずだ。蕃械類，器具類も少ない。これらは小さな大学の悲劇か。知鼓欲に

燃えた人なら失望するのもー当然だろう。

以上雑然と専いて何を云っているかわからないが，わかってもらえる点もあるだろう。

、∵ぐ．・、＼・く、1、、J・〉・べ、：11－ヾ、ヾ7、，TTゝ・†■∵丁二、、1ヶ＼＼∴1、・、：～寸．、、■－。∴1＼■∴トぺ＼－サエ＼◆、V、■＿■ヽ◆へ　こ17・＼、、、■、・　一丁、、へヾ、、一・、㌧：‥、‥ヽ・、、さ＼J’トべ＼り∴・、）、ト一二、1七・、・、・1、■　∴．R∴＝・ヾ、、・イ　ーL L＼「＼・、・・’・、‾

本校遭難救援活動に参加して

4回生　　一塊　内　勝　宏

正月三日僕が山よカ帰って新聞を見ると，光学穴の生徒が旭岳で遭難したとノのニュース

が載っている。今年も遭難ブームだなあと思っていると四日午後二時のテ了をニュースで

本校山岳部の一行が中央アルプス空木爵附近で連繋しそとのニュースが出た。まさかと思

い本部に連絡した所真実だった。すぐ京都に来た。その時はまだ僕が救助隊に加わわると

は信じていをかったが，もし役に立つ事が出来る女ら加わわろうとも思っていた。夜に第

一一次救槻隊が現地へ出発した。救綬隊といえども部長の荒井先生他現役一名，0・B2名

だった。これ等の人の飽当時神城にてスキーをしていた部員が加わわるとの革だった。多

分これ等の人々の他に現地人が加わわわ救助活動に入る事だろうと僕は軽く患っていた。

‾しかし後に浸り僕が弔砲に行った時rdヨ）まで現地人は入っていなかった。僕みたいを

第三者がとやかく旨う事はないがどうしてニュースが伝たわった四日に，遅くとも五日に

現地人を入れをかったか疑問に思ってなら夜い。叉四日の夜僕等ワンゲル部員は守衛室の

電話をかわ・一夜中太部（当時工経学部常あった）にその後のニ千一スを知る為何回と竜

一2〔卜」

′′
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宏

ニユ－ス

ユースで

さかと思

わわると

，夜に第

・82名

った。多

でレヽた。

みたいな

も五日に

守衛室の

可回と孜で

くへ電話をかけたのであくるが，対策本部に泊っていられた人は，工芸学部の山田先生のみだ

った。一線対策本部がこの棟を事でよいのであろうかと不思議に思わざるを得なかった。

／翌日早朝救禅家第2陣が京都を出た。しかしどうみても救横隊の絶村数がたらをい。それ

で現地での荷物ポッカ，伊那川・倉本間の連絡員としてワンゲル部員が援助する事咋なっ

た。＼その一陣として僕が五日の夜京都を出たのだら現地についた時，雪はしんしんと降り、

空は僕等の心の様に暗らかったDそれでも倉本の駅で昨日（五白）下山した茶良山番会の

人が稜線近くのテントにいる事を見とどけたというニュースを知らせてくれた故ジ，僕もも

う大丈夫と安心する所大であった。六日現在現地で活躍する人員は荒井蝕を筆頭に現役

部員及び0・Bで20名程度，それにスキーよわ加わわった「般学生少々であった。まだ

授零は開始された直後だったDそめ夜（8日）10名の現地人が捜索隊に次の日把五名の

大南大山岳部員が加わわった07日に現地叫唐金の人が負傷した新案署のいるベースキャ

ンプ捜索に行在ったが見当らなかった0十方稜線にいる北野，杉原署の救助も二人が生存

している事が確認されてからは「層ファイトを出して行をわれ，倉太とは反対例の駒ヶ根

磯より駒ヶ根山岳会のメンバーが8日に上山して下ださった。我々の予想では8日午前中

／琴南方よ少全員無事というニュースを聞けるものと十申八，九思っていたっこの間ポッカ

隊も救助隊前進基地より要求してくる物資を運んだ。この救助活動中スキーを由止して現

劫に来た「般学生の活動は目ざまLhものがあった。そして持ちに待った8日が来たのだ

が，そのニユ叫スは明暗をくっきりわけた。僕等はこの様を事を予想したろうか。新糞署、

等の救助は当然であったとしても，北野，杉原署も当然救われたものと確信していたから

だ。北野者等がテントに不在のニュースを耳にした時，誰かのすすわをく声が聞こえた様

′　だった。僕も自然と烏がうるんできた。誰かが言った，‘北野，杉環の両許は「山の鉄則」

／／牽襲ってテントを出たのは遺憾だ”と∩本当にそうかもしれない，あの狭いテントで50m

／ゆ勤王吹く稜線8日間も我慢したのだDあと一日我鰻すれば助かったのだ。救横隊の誰も

／／が惑ずる所だろラD Lかしここで考えられる事は逆にもうー目早く何とかして早く陵緑へ

／発効簿を送れをかつたかと言う事だ。何といっても悼まれるのは救助活動と払う大バクチ

膏するに当り，現地の山岳会という切り札を早く便わ浸かったか。ヘリコプターを飛すと

めつて飛ばさなかったか，僕等が疑問に思う所が多くある。僕が想像するには我々が救助

」藷象を行なっている事を知らず（彼等はラジオ考持っていたが，三日までしか電池が夜かつ

孝凱磯索活動についてのニュースを知らない）約7日間あの狭いサブマリン型テントで

／頑蛋つ免が（彼等は12月50日より1月5日までテントにわたと思われる）ついに自力

で空未の」、星町向って歩み始め，その途中で風の為伊那例に滑落したのでをいかと思う。

老局両署は現在までの所純潔を雪のフトンをかぶせられ永紀した事が決定的になった。飽

／∵牒蔀菜箸の方は8日精寧スノーボートで倉泰に降されたが，骨折や刺傷で皆さん衛存知の

／寮紅眉下中央病院砿入院している。

：∴塵索活義経8日以後，〕膠，杉厚両署十本にしぼられ多方面に渡少行なわれた。稜線より
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持ち帰うた遺留車中舵有名になった杉原富め手記もあっ鱒の牢pあや手記の件で，も新開咋J／

載せる必要は阜く妄りものだJ。∴載せればその反響が大早く出る革がわかって払為東琴だっ

た。都合の悪や所をカットした所まで考えろ鱒があった甲をらなぜ新開に発表しをすれば

安らなかつたか。筆者の杉原君にしてもただ肉親当に春信た記事が世間の人々、への記事把

とられた事をお＿とっている事だろう8竿も彼も北野君も良く7日間も零下数十慶吹雪の中二

でよく．頑張ったものだ0多分テント睨出した時は正気ではなかったろうn太当に7日間も

よくやった。この様を事を専hでも同じ山↑登る仲間と／して僕は決して彼等が山で死んだ　′

事を莞しわとも思ってhないし，英雄視しようとも思ってやをい〇、一彼等が遭遇し卒多くの

〉不運が硬等を卿こ導びいたのだし，叉彼等の携帯不足が叉，四番瓢全塔としての琴術不尽1

装備の不足が歳等を死咋追いや？在中だ8山昏蔀が反省し怠ければ怠らない事埠尿等する＼

鱒ろう。．しかし僕等一教学隼も反軍し声け祖は安らを仏事も透．争う∴け彼等の不幸を無咋ナ

ノる事浸しに山岳部の再琴の為，僕等が出来るだけの事をしなけ準鱒をらを恒それが同じ

学校の仲間への僕等の最大の援助ではなかろうか○　′

今はただ両君の冥福を祈カ，重傷を負った萌黄君の早期全快を祈ってヤ登竜や。

織堆化学科よわ救壕治効に参加し允者　ヶ

咽生二一木下泰忠∴庭瀬節子・境内勝宏

5回生’－　各部行男，竹酉壮二郎－

2回生　駄太義軍，今西修三，倉内　…活∴長沢嫁十，山道克啓

西沢鹿雄

∴繊維化学科カンパ金額

1回生　　　25，5000

2回生　　　55，5000

3回生　　　22，5000

4回生　　′18，5000
ヽ
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史春だつ

なければ∵

D記事に　′

欠雪の申∴

7日間も

牢死んだ

と多くの

吏術不足

更省する

と無拝す

tが同じ

克琴

く　＼　　㌧
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冬

lガラス辛は風をさえぎタ

太陽は頭上にかゞやく

デンドロービュウムが　カトレヤが．

ケンピビユウムが　誇らかに咲き二

穣楽鳥花が実を培ぶ

・
川
、
、
ヾ
、
∴
、
、
、
こ
き
ご
ニ
▼
■
き
て
、
．
ざ
、
、
∴

、♪▼池鱒準逐知らず　一

．水蓮の花は育てかゞやき

ノ＝ごルスは真っ直ぐ笹首を伸ばす

小さな世界

外は木枯し

木▼々牲懸命咋足を踏ん張少

山茶花は白い蕾を

一しフか少とにぎりし狩る

畠量をぬけ出すと如ミ近づいた。恵寧れた夢境鱒あま阜すぎ，花をつけることを忘れ；〈

葉ばかり肇らす。ガラス戸の外を気にもせず・小さな世界にまだ小さな世界を造ろうとす

る？手んな人間には怠りたくないと思いをがら，やはり，温室養ちのわがまゝが首を▼もた

げる。冬には冬の厳しさを知り，夏には夏の暑さを感じた積りなのに，15の年に温室を

出た人と∴hつの間にか隔たカが出来，私はあ凍く’，彼等はきびLhと云うふ虎田をみま

わし・，きゎがさiだ，歩境にあまえすぎていると鹿癒し■，自分もその仲間やあるとと把気づ

き，あわてる。

鹿妻を離れるよきが近づいた。鱒しわ世界，それも少し温度や低い温室かもしれ左レム

人それぞれ進む道は異をる〇百分の道だけをみつめればhゝのだろうか。やトりヤのよう

を高貴を花は把？かわしくをい。少↓ひねくれていても，嵐の中でも夢のもてるようにな

努たい。これも温室黄ちのわがまゝだる，李か〇

二二25－

∵　小J lヾ

ハ



、う

も

～
タ
ン
　
　
～
ゾ

ノ

J

 

h

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

タ

　

＼

ン

√

　

／

r

）

J

 

V

　

～

…

ご

ノ

㍉

ぐ

い

；

∴

∵

十

十

＝

ゾ

キ

ジ
㌔
＼
キ
ン
三
、
ざ
√
卜
㌧
㌶
‥
巨
財
シ
～
㌢

4、㌔荒木武義先生のことども

△
岩、崎　眉　庵　謹　記

荒木武義先生はわれわれ繊維化学教室の生みの恩人であわ，叉わが繊維学部つ生みの親

で，その人と浸りに於て，叉其研究者としての偉らさに於て私の最も尊敬する人の「人で

ある。

先生は若冠二十幾才の若さで東京の蚕糸専門学校を農産秀の成韓で卒業されると共に，

農商務省技師兼京都毒業講習所教授として，創立者として赴任せられ，その後七十幾才に

なって京都織維専門学校が昇給再出発するまでわが続雁学部砿在職せられ，其間幾千把余

る俊秀孜子弟をほんとうに心から育成せられると共に学問的産業的に偉大なる業績を続々

と完成せられた。其為に全国の絹菓者のこぞって先生の教えを乞う者，まことに文字通わ

に門前市なすの盛況であったと言う。筆者が研究者としての先生の一面に接したのは先生

が七十才をこえられた或る講演会に於てゞあるが；実把高邁，適切．独創的，烈々たるフ

ァイト，若い者が恥かLh程であった。加うるに寛厚よく人を容た，達識古今を誤らずま

れに見る人徳のある方で，衣笠同窓会の人々が慈父の如く仰いだのも無理からぬ事と思わ

れる。≒

某高弟の直話によると先生の轟義は面白すぎてノートが琴泉浸くて困ったそうだ0その

くせ先生に教わった事は不思議に頭に残っていて，一生役に立ったということである。先

生の講義はいわゆる世の講義とちがって，先生の勝れた独創と豊かな体験の連続であった

から自然にそうなったらしい。

常子も聞いたかも知れないが，未学部創立発足せんとする韓，強健化学科は全教登の意

見によってまさに曙から暗に葬か去られることに浸った○この報告を開いて一喝されたの

が先生であるb　これからの時世に艶推化学科のない織練学部を造ってどうする気か7人が

響ければ探して来い，全がなければかれが集めセやる……と育って先生のお力で巨額寄付

金が集まカ，文部著からは「鏡の予算も何がをくて磯雄学部に績練化学科教室ができたの

である？二

数年前亡く茂られたが，今しも南か事がある毎に先生御存命をりせば…‥て・■・と思う事

がせこと把しばしばであるの

ー24－
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京　の　四　季、

四回生　喜　多　敏　夫

学校生活も今終ろうとしている。憩えば感概－しおなものがある。学校生活の柊は又京

都で鱒生活の終でもある〇二十有余年，人生の半分を過した処を巣立ち，再び帰らぬ旅へ

発とうとして′いるのである。詩人ならずとも感慨－おなのも当然ではないか。

京都に生れ，育ち，成人した土地なのである。その地には喜びと衷しみと，笑と涙，時

には誇示，時には恥辱，これらが重りあって埋っているのである。人間のI習生－ではあ

るが，これ等を■想い出一一　というアルバムにして∴旅立つ身なのである。小さな歴史を残

すともいえる。去るに当ってその印象を，古都の四季と，洛中洛外の人々を書き記して小

さな墓標にしたいと思う。

京洛の春は桜にはじまる。四月Ⅰ日頃平安神宮，嵐山，汚山，清水‥…と花だより示聴

かれる。桜とはうつろい易く，疲つき易いものなのである。酒席の相手をさせられている

桜の何と哀れで，ものがなしい風情をしていることか！桜とは実際静かに眺がめ哀しむも　ー

のなのである。桜を愛する（こ鼓もふさわしい場所はおそらく山科疏水の堤で7まないかと思。

う。山科駅，又は四宮駅で電卓を降り，覿水を下って日間附近までは，実に見ことである。

二回生の春，t美しい人－と喧嘩して，四宮から日岡まで歩いた時の印象は今も忘れられ’

ない。まだ冷い四月の風，傾きかけた太陽，霞がかつてはいるが，なんとなく寒むそうな

街とその向うの山々を挑め，独り酢水べりを歩いた。桜の花弁が敵って節水に流れ，うた

かたのように時に結んで，又離れる。前にも後にも一人もみえない。水は碧く，流は速く1，

水音は軽やかであった。冷い風に吹かれ，桜のかすかな，かすかな匂が運ばれてきて，心

を濡らせる0時々思い出したように裏山で未を切る斧の音がする0それに誘われたように

桜が散る。また元の静寂にもどる。花弁は碧い山を写した水こ散って流れ去ってしまう。

何もなかった。何も起りはしなかった。永壕に時髄はあるよそして一瞬一瞬がすばやく流

れ去ってしまう。裏白な，ほんとに裏白な花が，太静に照らされて散る。歩いてみた。面

農がついてきた。又歩いた。独りで花の中を歩いてみた。どこまで行っても，どこまで行

っても花の中を，衷しみがどこまでもどこまでも続いてくる。桜はほんとに哀しい花なの

だ。

ー25－



瀾
測
鋸
臓
済
済

．
．
．
さ
↓
∴
．
．
ハ
∴
∴
∵
、
∵
∴
∴
∴
∴

、

ヽ

　

1

…

く

ま

＼

　

＼

ジ

　

～

　

　

ミ

ミ

／

ノ

を

　

　

う

乳

　

　

∵

　

予

～

　

く

　

∫

≒

．

′

づ

〉

、

．

モ

モ

〉

．、．．　．．・－　・・・、1　・、－・・　　　　　　　　■■　．、　■

／

　

ノ

　

ミ

／

㌦

つ
り
J
「
～
、
パ
パ
．
、
言
．
‥
．
・
1
．
．
、
．
さ
さ
r
」
∵
↓
三
三
八
試
て
～
ぺ
べ
べ
」
∫
－
バ
ー
　
1
、
】
ノ
】
バ
j
 
F

・

・

　

　

・

　

　

＝

　

　

・

　

‘

－

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

・

　

　

　

　

　

1

、

～

妻

き

い

ノ

l

毒

パ

パ

∵

j

－

モ

ミ

…

喜

ノ

ウ

ヰ

∧

ノ

う

．

1

　

　

　

　

　

．

．

、

　

、

：

　

．

　

■

・

日

日

ゾ′　ノ

小／一くJ

同じような所は法然院のあたやの妙こもあるが，人里が近くで趣は一段と落ちるようセ／

ある。

草月は加茂川の美しい頃である。水が春になってしまってiやわらかくなる○加茂大廃

あたりからほ，友禅染のひらめゝくのがみられる○春の幕びは友禅のはためきでもある。葵

牒始行われるのもこの頃である。近づく夏を思わせながら京洛はのどやかになる。

六月には雨間をみつけて北山へ登る。二人で修学院から比叡山へ入る。－一気に登ってし

まおう。丁度産れた頃，延暦寺の根本中堂にた替りつく。すぐそこはある夏の太陽が杉の

大樹より，もれそそいでいる。堂の湧清水が箕にうまい。境内は掃き宿められているのだ

ろうか，慶一つなり。けれども人影はみえない0カランカランと堂の大きな錦をふってみ

皐。蓼もポーンと打ってみる。音は全曲こ静かに，静かに響いて消えていってしまう。顔

本中萱から横川中萱へと歩く。雨に湿った土と，・雫の落ちそうな杉の木立の中の細い道は，

上ったり，〉下ったりしている0水橋に月の光がキラリと光る0男同志の気軽さ，冗談をい

いながら歩く。どんな話でもいいのだ。鼓していたら楽しい。どうせ二人は何の隔てもな

い親友じゃないか！突然巽東な杉木立から，真紅の登がみえる。横川中萱だ。忘れられた

ように，ひっそり七立っている。堂を抜けて大原へ向う。途申立琶湖が望める。i換海の

海Fは，静かに遠くをこかすんでみえる。そ絢ま二千年の晋からちっとも変っていない。大

原からは寂光院と三千院かみら串る。寂光院が観光化しすぎて健の趣がないのに，三千

院は，まだ寂しく，厳しい感がするようで＿ある〇

七月は砥園条。月並みだが脅宮は華かだけど，億寂しい気持になる。ゆかたがげの皆の

顔は，知らない人ばかりだ。′こんなに多勢いるのに一人鱒知った顔もみえない。兄弟さえ

もが，他人にみえる。しょせん，孤独は群集鱒中に存在するものなのだ。▲そして人間とは

孤独な生物であり，都会は孤独の集合体なのであ尋。シャンシャンという鐘の音は轟やか

さと表しさを兼具えて鳴っている。砥濁祭は孤独な幻想の集である。．

八月には，大文字へ筆らて輝太一の字の交点あたりで点火を待っ。点火と同時に，火は

真夏の天に燃え上が争0／地獄の裟火，正にその通りである，0しっらえた堂の中で僧が一心

吃経をとなえている0亡者は，安らかに成仏せよと懸命に経を上なえる0映えた火は暑く

てならぬ。暑さをこらえるには経をとなえる以外にない。意味などはどう／でも－よいのだ。

南無阿朝鱒仏，南無阿弥陀仏t川・ちこiして京の夏は，送り火と剋こ去ってしまう。朝夕

のひ？そりとした軟の気配に，九月の来たのを知るようになる○

仲秋の名月は，南禅寺の境内からみる。石川五右衛門が住んでいたという国宝の山門の

了′　　　わ、、ふ
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るようで

加茂大橋

ある。葵　で

（〉

垂ってし

陽が杉の

いるのだ

ふっでみ

まう。厳

・細い造はぎ，〉

冗談をい

偏てちな

；れられた

t淡海の

・ない。大

rに，三千

げの薯の

兄弟さえ

人間とは

は経やか

に，火は

憎が－rL、

火は暑く

いのだ。㌧

う¢朝夕

三の山門の

す

い　メ

／まだ商うに月は出る。持ってき‾たウイスキーとチーズを噛りながら，ニ千里の外の故人を、

二億んだりする0乾盃の材料には等欠かない0青白い月は，黒い松影の鱒うに出ている¢薄

い嚢が速やく無常に流れていて，くら掛こなったク，晴れわ牢ったりする。その－フ一つ

に乾盃だ。晴れわたった空に，松の影に，大きな山門に，そして明るいお月様に。南禅寺

は俺達のものだ0天下に恐いものなどあるものや0乾盃！遠くへ行ってしまった曾あいっ－

の串に！我等の青春の為に，美しかったl・あの人牛の為に乾盃，乾盃！

広沢池の月や，円通寺の月も与れに劣らず美しいと開くが，実際は知らない。

◆　十月にも北山へ行った。芹生の里，花脊峠もさることながら，魚谷あたりの薄の白草は，

この世で最も牽窟なものの－？に数えられてよいと思う0黄色や茶色の巽中に，まつ膏の・

天に商って薄が，そびえ立っている，コントラストのすぼらしさ。しかし誰に見られよう

／とも，又誇ろうともせずに山間叱ただあるのみではあるが…・・も

嵯峨野の美しいのもこの季節であづたが，今はその面絃すらない。ただわずかに，落柿

会，釈迦堂あたりにあるのみである。京都の伝統の美しきが，観光バスiこよって消されて

しまったのではないかと思う。

．雨中に西芳寺の苔庭妄見たのは去年の十一飢餐氏と－諸であった¢盛りを少しすぎた

紅葉が，雨にたたかれて，暗紅色に光っていた。苔は禄の臭みがかった色をしていた。茶

室がうつるともなく〈池にうつつている。忘れられた舟の線を雨がたたく。猪おどしの竹筒

が，ポーンと音をたてる。雨のせいだろうか音の崗えるのがいつもより早い。栢阿弥通る

着山水の庭は，水の流れを苔に変えてこちらへ，走ってくるように恵える三下の池の腐鴎

はいかなる日本画より，色感，橘戒に嘩れている。前面左に紅葉の大鹿の紅と，その幹よ

り池へ続く苔の色は面面によって色調と光沢を変入る。遠景の池は暗い薄緑色をし，暗褐

色の忘れ舟と好叫対をなしている。左側には，少しまばらな竹薮がのぞいている。L動ける

日本画そのものである。

時雨れれば詩仙堂もいいし，又円通寺の苔もやわらかくなるのはこの季節である。

大晦日は八坂神社に参る0信仰をもつ㌻いる必要など全然ない0縄の先につけた火を消

さぬよう亘しる鱒わ？なが昆ン長峯妄誓う0半日ければ破ってしまうようなのでも

よい。首藤はのみません＝麻雀はいたレません一　一蜂はつきません＝勉強を叫生懸命

します
■ご

しかない指

1C……，〟疎んでもよい，今年いっぱい守ればよい。そして今年もあと一時間

思えば気密繁準否一統参りは誰が考えたのだろうかな7などと考えるの

‾∫ヽ・

hちょい0凝集已磯0無安堵そやものだ0ゴーンと除夜の鎧がなる0清水かな，円山だろう
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ヽ
■

か，どちらでもよい，皆についてのし歩くだけさ。楽しい，無責任の楽しさだL。一月には

京の街にもも大佐雷をみる。雪の降った後には東山，慈照寺銀閣を訪う。壷網には昔銀箔

が張ってあったらしいが今はそんなものはない。一しかしその後は白木が見ごとに出ている。

その上に年代の重みがある。いわば一幅の墨画の美しきがみられる。この世で一番華麗な

色が白であるのを知ったのは銀閣においてであった0銀閣の屋根の黒さの上に積った雪の
ノ

白さ。とても赤や貴の及ぶものではなしも月見台の印象的な大きさは，紙筆に表しがたい。

／ただ，読者に行ってみられんことをお経めするのみである。金閣の雪も鏡池に写ってきれ

いではあるが，今様金閣のもうもうした光は趣味にあわないものがある。円通寺，桂離宮

もそれぞれよいが銀閣の比ではない。

二月は京の底冷を五体に感ずる時である。節分の際の吉田神社の豆まき，壬生狂言も，

足から寒さが上ってくるのを感じながら観なければならない0実際寒い。しかし同時に湯

豆腐のうまし、季節ではある。親しい友達と，美しい女友達麗ら特に良いが，二人で湯豆腐

をっって。南禅寺あたりのひなびた場所で，淡白な京の味を感賞するのも，本当に素敵な

ととではないか。雪があったりすれば．豆腐の温みが，じかに告に感ぜられる。二人の友

情の温みも率いあうものである0京の味が，京の人情でないとどうしていえなかろうか。

三月は別離の時である。思い残すことも書き残すことも多い。会っていきたい人もいる。

語りたい言葉もある。だが全てをたち切る時である。残る人々と街々に倖せあれと祈る時

である。

以上，印象に残っている京の四季を書き連ねた。しかしまだ残っている所も種々ある。

天竜寺の覿竜安寺，広隆寺の弥ロク菩薩私事拾平等院，平安神宮，嵐山，高雄，甑劫

三宝院等いくらでもある0それ以上ぎこ私の目に人ら華かったり．訪れたいと思いながらは

たせなかった京の印象が多いにちがいない。京都はとうてい「生かかつてもまわれない所

ではないのだろうか。浅学非才，拙文をも顧りみず，京の印象記を書きつらぬた。後輩の

諸君も日本の宝庫を今一度，凝賞されんことを推める。

拙文通読を感謝する。

ー28－
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った雪の
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圧言も，

同時に湯
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に素敵な

二人の友
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人もいる。

と祈る時

且　j可㍉墜∴コ　ー　ナ　ナ

一回生　・綿　　野　　高　　梁

q威容を迎えるやいなや，一本学山岳部員遭難の掛こせつし，我々一同驚愕の感を覚えた。

明日は快報をと，ひたすら奇蹟を信じたが，当事者，スキー乳　ワンゲル部，OB等の

決死的な救援活動にもかかわらず，1月12日投棄打ち切りの最蕗の事態となった。我．

々一回生はここに哀鰭の意を示し，救援活動の一端にもと，クラス会の決定通り，全員

のカンパとクラス運営崇兼積立金全額をもって意を満たすこととなった。

…‘・和母さん達の悲しみを思うとたえがたい心境なり。生還すればLhをよして心配

かけ，ません。……厳原君の手記⊥蔀より

二度とこういう老しみが起らない接に，山を恋人とする友人達よ，気をつけようぜ。〈

秤量室で北野君の時計皿がひたすらU主は何処ぞWとものがなしくY，ひっそりと底びえ

／めする墓をこぽっ本とあったのは，何かしら寂しかった。（1凡19日）

0分析美妓の定盤分析が揮やれ色がついたの，消えただのけアンプルと閲癒えたのか1∫

塩酸を口の中まですってしまったFとかぎゃあぎゃあいってうるさかつたのが，28日

をもって惑轟となって，当日は後かたずげや義兵の分配をやった。内野先生，成田さん，

杉本さ、んこくろうさんでした。（1月2，8日）

01月28日（蜃天）

今日は分析化学茸の授業の一遇として，町研や林庭訓で電位差溝鼠伝導及滴定や高野

綾南定などの穐器を芦瞭見学して，やってもらったりした。全く色をつけたり消したり

していたのれ全くはからしい気になった。又垣温蔓で分光光鑑計を見せてもらった。

（1月28日）

才一、，

、才

／／0例の堵轟展のことであるが，時期で討議も二つそこ分れている状乱しかし我々」回生は

なんのへ知敬もなく’確忙しいものだ〝という仮定のもとギヤアギヤアいっているだけで
賽　＿－＿＿hノ

ト　奉る了立回弦の諸乱我々になんら知識を与えずして，強硬しようとするのは少し卒中
・lご　て

で二号7、

－29－
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こ

了、

しいよ。と，ここまで書いた所に三回生の準備委自民より明日，一昨年級維巌の時のス

ライド，8ミリ映写を行うと連絡をもらった。一夜明けて本日1月79日，18号教室－

で岩研松本さん等の勧世話で一回生を中心として，－幕藩のすき間から光が入り少し見／

にくかったし、テレコだけの説明でなく，もつと実施面での苦労話などもして欲しかっ

たが　　見せてもらった。勿論画面にうつる女性の顔ばかり見ていたというのもいたが，

（申し訳ない）。しかしどうしてもこんなのをやろうという気持は我々すべて得た様で

ある。きつそく実行委員を選出することにした。二，三回生方，やろうではないか。是

非とも昨年の文化祭で工芸の名学科から受けた屈辱をはねとはそう。（1月19日）

012月24日のドイツ語Ⅰのテストは先号でもいったが，又この29日物理学概論のテ

ストが，4時10分より5時40分の尚叱やられた。後期テスト期間にあと叫週間もな

いのにと，これは又，昨年の映画界残酷ムードが少しおくれて今この学竃内にやってき

た様だ。（1月29日）

0－番最後卑こなりましたが，四回生諸兄姉の皆さん，御卒菓おめでとう。我々一回生，心

より御祝申し上げます。

棲経度等も開かなかったし，C科内での対抗試合など出来なかったので，一部の人をの・

ぞいては，あなた方と生々おっきあいがなかったのはこの上もなく残念なことでした。

あなた方の御卒業で緑化教室もさびしくなりますが，我々在学生一同，又入れかわって

こられる40数名の同胞と力を合わせ，あなた方が受けついでこられたC科の伝統を守

っていくつもりです。どうか御自愛つとめられ過去四年間蘭あたためられてきた金の卵

をかえしてください。先号でだれかが書いていた様に甘無梼卵雷であったなどとはいわ

ないように，日本の化学工業界の担い手として森I活躍なされることを一回生一同期待し

ています。

書鞄のコイもあなた方との別れを倍しんでいるのか，この頃水面近くにやってきていま

すよ0　－（1月58日）

′　／
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芦概論のテ

一週間もな

こやってき

回生，心

βの人をの・

二でした。

しかわって

〉伝統を守

こた金の卵

さとはいわ

一同期待し
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き／

研優生　渡　辺　昇　三

単題でぶうとはしてみたいというと，笑らわれるのである。

気がくしゃくしゃするときの盛であると僕は思う。

改称こいる時は気がくしゃくしゃすると，単壷でポリ公のいない道路をつつばしったも

のである。おかげでよく衝突をしたり，スピード違反でひつつかまったりした。こちらに

出てくる時おふくろは鹿を送ってくれというとおこられたのです。

これからは遍の挙動になり，また三面をマッハ族，カミナリ族がにぎわすとおもわれる

がやはり若い時代にはスピードというものに接がれるものです。単産に乗って飛ばしてい

ると無我の境になりなにもかも忘れてしまうのです。心がはれわたる気持。

現代の若い者は無軌道なといわれるがやはり人口増加とともなってその様な人間が出る＼

数も増えてその中に例外といって馬鹿みたいなとんでもないことをやらかす者がいるから

いわれるのである。

その若いエネルギーを発散させるために最に一つづつぐらいは広い土曜を若い者に与え

て，単産でなんはでもでるだけスピードを出してとはさせる。衝突して死にたいやつは死

なせる！まあこれは僕の小さな抵抗であり思うだけである。これが実現してみろ，死者続

出，投入可能，ということになる，と考えると単畠にはスピードを上げることもできない

ように会社の方から製作して売り出せばよいという結論がでる。そうすれば，マッハ族は

いなくなる。けれどあの大きな音をだして走るカミナリ族は可能である。消音器をとりは・

ずせば音はでるのである。これをなくそうと患えば単壷をつくらなければよいとなる。そ

うなれば自転畠がよいとなる。するとスピードがないしペ＿タルをふむのは痺れる。となる

と又単産となる。すると又元にもどりマッハ族，カミナリ族となり，現代になる。これで

はきりがないので，今のままでポリ公に権力をもたせて，噂眉してみうどきできないよう

にしたらよいと屏う。すると蔭で飛ばすあの快感はなくなるし，面白くなくなる。ああ，

この世ははかなそとなげいて自殺と癖落こもうかとなる。いつまでもあると思うな金と

‾合」．，

ィー51－
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町　　　研　　　生一

川　アル事

人ハヨク云イマス，縦ノツナガリト云り革ヲ。デハ一体ドノ様ニシタラ縦ノウナガリト

云ウモノガ出来ルノデショウ。勿論ココデ云り縦ノツナガリハイワユル官僚的ナ縦ノツナ

ガリデハナクテモツトヨイ意味ノツナガリデス。尤モアマリ面白クナイXX会，00会ト｝－

云ツタモノヲ催シテ無理矢理二一応ツナガリデアル様二見エルモノヲ作ルト云り手段モア

ルデ‘ショウ。ダガ，モツトヨィ，ヨリ簡単デ且ツ面白ク楽シク更主非常二探イツナガジヲ

作ル事ガ出来ル方法ガアリマス。ソレハ蔀二九レ事デ女。Jレモ単云何デモ畠イカラ楽ナ

モノ二人ツティレバヨ■ィト云ウノデハアリマセン。ドノ部ガヨイカ，ツナガリガ探イカヲ∵

ヨク考エタ上デ入部スル必要ガアリマス。アノ部ハ入部資ガ高イカラヤメダトカ，危険ダ

カラシンドイカラe tc，ト云ウ理由デ最モ有益ナ部ヲ見捨テル事ハ患ノ到リデハティデ

ショウカ。ゴク少量ノ出資ヲ拒ンデ大ナル利益ヲ得ル事ガ出来ナイト云り寧ハ非常二鳥産

気夕撃ダト思イセス。資本主義社会デハオ互三岳ヲスル必要ハナイノデス。ダガ昌ノ前プ

チヨットシタ出費ニヨリ，ソノ出費ヨリハルカ二大キナ利益ヲ得ルナラ当然ナガラソノぬ

襲ハテルペキナノデス。ココデ注意シナケレバナラナイノハ「利益」ト「出資」ナル語二

対ズル，判断ノ方法デス。多クノ者ハ出資ニトラワレテ先ノ利益ヲ知ラナィ。

闇、ィ。

人間にはそれぞれ個有のイロがある。そしてその人がもてるイロをいかに磨き，いかiこ

生長させ，いかiときたえ，いか曹こ解釈しそして，いかiこ身につけるかによって，ある一丸

の人間たるものを示すものとなる。そして少しでもきたえ，つとめる事をおこたれば，こ

のイロほどあせおとろえーるものはない。そしてこのおとろえ程本人にとって琴のつかない

皐のはなももそして更に自分では大いにつやのある美しい磨きのかかったイロであると思

ジつていても，人はそのおとえぇをすぐ見ぬくものである。つまり人のおとろえはすぐわか

るが白のおとろえには気のつかない竃のなのである。人間たるものゆめつとめる革をわす

れるなかれ。

ノ扮　町野研歌抜粋公表
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希望に病つる者さの泉

おお町研をたたえん

㌧我らの愛する町研♪

ほい

よき師，よき友つどい結べり

播き心，たぎる生命

町研の友ま，青春かけて

自由の火をともさん

5．おお町研はすてき

楽しき軌、凝らのつどい

おお町研はすてき

京都工蔵の誇り

は“い

碁に東く，バトに強く

テニスに強く，野球に強い

おしい事に東生に弱i

呼びかけるよ乙女に

5．おお町桝は秀才

理論孝こたけて，実験にすぐれ

おお町所は秀才

学生の誇り町研

ほい

AcademieでOriglnalで

TecilnicalでFigbt汀nn

おしい事に時煽がなくて

呼びかけるよ先生‘こ

㌢　　　ヽ

2－おお町研に学ぽん

理数竜こもゆる学びの転

封お町折をたたえん

我らの愛する町研

ほい

しろたえの衣笠の野‘こ

澄みたる藍，不屈の闘志

瑚所の友よ，檎熟かけて

永久の真理を守らん

4．おお町研の研究

日本をリード，世界をリード

おお町所ゐ研究

すぼらしいものだ

はい

Syndiotactic，‡sotactic

Atactic　に　P王astic

おしい尋に　Roねailtic　で

呼び刑デるよ　かramatic

8．おお町餅の先生

学に強く，生鍵に弱い

おお町所の先生

よくそろったものだ

ほい

町田先生は隅呼おけず

内野先生はWifeに弱く

成田発生はドンファン

先生よ万万才！
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槻　へんな能産

一勧ま卒業を目前にして，近頃どうもスッキリしない心境でした。「今頃‡こなって遊びす

ぎたのを悔んでなんになる！」などと彼よりもずつと選びすぎたやつになぐさめられてい

√るのか．けなされているのか，どっちともとれるような言葉をかけられても，彼のそのス

ッ与りしないという原因はそんなことではないようですので，どうにもならなかったので

す。小学校以来ずつと続いてきた学校生活，それももう終り′だという，熊韓な彼にはめず

らしい，ロマンチシズムも，その原因の一部にはあったでしょうが，それもほんのささい●

なことでしかなかったのです。かといって学生という特権一春眠，夏聡，秋眠，冬眠を

、むさぼり，割引率9割いくらという定期で「させる」をしては厨私鉄を泣かせ，学割なる

しろもので小人と同額運賃で4人分の座席を占嶺し，etc，etC，－の行使橙もこれ

で放棄しなければならぬからというあまりにも現実的な践由からでもありませんでした。

やっぱり彼のスッヰリしない心境の原因は卒業したら就職するという，普通からみれば

ごくありきたりで当然のことにあったのです。披はいまでも彼自身の置かれた立場，還境

一日本資本主義に対してある程の不安といらだたしさをすてきれませんでした。そうか

といって早急なある種の社会的変革によって現代とはまるっきり反対の社会体制がしかれ

ることを望んでもいませんでしたし，あるポリティッシュパルタイのごとく，形式上だけ

の民主々義をとなえて，実際の内容は独占資本家とつながる保守党となんらかわりないよ

うなものには産だたしさをおぼえていたのです。ですから会社に入って一・生けんめい働い

たとしても波の労磯が生産物に与えた附加価値の多くは，いたずらに資本家のふところを

こやし，按にはほんの一部しか還元されない。などとはっきり自覚するほどではありませ

んし，そんなことを何にも考えずに自分の為にだけ黙々と働くという気にもなれません。

要するに，彼にはどういう心がまえで就職し，これからやっていったらよいのかせんぜん

1わからないのです。なるほど彼のスッキリしない気持はこんなことに原因があったのなら

今るような気もします○なにしろかつての中学や高校の卒業時町は何にもそんなことを考

る必要はありませんでした。ただ上級学校へ行って何かいっちようやったろかと，おおげ

さに言えばfighting spiritなるものが大いに湧いたものでした。しかしこんど

はもがうのです。

彼は入社式のことを考えました。社長はきつとこんなことを新入社員を前iこしてのたま

うでしょう。「諸君入社オメデトウ。諸君は今日からこの伝統ある○○会社の社員となる

わけであります。会社というものは一極の大きな奴韓であります。そして諸君はその擾械
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を構成する一つ⊥っの歯立です。歯塵が一つ故障しても穐械である会社は動くことができ

ません。ですから会社の遵命は諸君∵人一人の肩にかかっているのです。どうか会社の為，＼

ひいては日本の宙の為に頑張って下さい。」どうせどこの社長でもまあこんなことをもっ

ともらしくしゃべるでしょう。しかし腹の底ではどう思っているかわかりません。そして

歯輩とはなんといやなヒユでしまう。そしてなんと資本家に好都合な例えでしょう。しか

しもともとへそまがりの敏のことです。まともにほうけとりまゼん。殻はここで考えます。

歯題だっていろいろある、0固定軸にベアリングでつけられたどっち（こでも旦転するもの。′

歯崖のずつと多いもの少いもの。回転を直角にったえるもの。社長はどういうのをさして

言ったのでしょうか。きつと巌初のやつにちがいないでしょう。ここまで考えたとき波は

－大決心をしたのです。「よし，俺はいっちよへんな蘇壷になったろ。」と。（へんな外

人というのがときどき耳に入りますがあのアクセントでのへんなというわけです○）です

からへんなといってもへそまがりのいっも反対方向にばかりまわるというしろものではあ

りません。会社という大きな絶境機構の中にあって，たんに惰性とマンネリせこおしながさ■

机るような密度ではなしにご・右なら右，左なら左と回転万両明確な信念をもっている除塵

七でもいいましょうか。すなわち普通の酪畠からみればへんな歯卓にちがいありません。

ここで敏はもう一度はっきり感じました。「へんな歯壷になろ。」と。ここまできてやつ

と綾のどう・もスッキリしない心も，．少しはすっきりしてきたようです。まだ完全にスッキ・

リしないのは卒論実験がいまだ蓼こ完成してい7よいせいかもしれません。しかし今となって

はそれも時間の問題でしかないようです。

スーダラ卒論生日く，「アホやなあ，何もそんなことくよくよ考える必要あらへん。ス

イスイと働いて，一ガツポリもうけて，バツチリ遊んだらええだけの話やないか。こんなく

だらんもんここまで読んだやつは，ハイ，ゴクロウサン。」
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我　々　人　◆間　は　プ

1回生　　　秋　田　佳　宏

我々人間は，自己の内部に生じてくる主体性発露を欲する止める事の出来ない力によっ

て生活している、。我々は，自己の主体性を確立し，主体的に生きる事に努力しなければな

らない。

この様な観点に立って，我々の大学生活をながめてみたいと思う。

我々が某に主体的に生き，熟こ自由に撃さようと欲する時，我々に可能な道はどこに開

かれているのであろうか。

研究にマ　スポ州ツに？芸術に？　No／　政治に／

我々の住んでいる社会・体制中で，我々が真に主体的に・息由に生きようとする態慶を

示す掛こ，我々がその中で最初陀卜絶対とやり抜かねばならない事は岡やあろうか。現在

の我々が住んでいる社会・体制は言う迄もなく資本主義体制であり，それ以外の何物でも

ない。従って我々は大学に生活していると言えども，資本主義体制の強い支配力の下に生

活しているのである。資本主義社会で生活し，生活させられている我々は，根本に於て誰

に奉仕し，誰の為に労働しているので中ろうか。

我々は大学に生活し，研究生活にいそしんでいると貰っても，我々に其の意味の研究の

自由が与えられているだろうか。勿論，自由というのは勝手気億な事を行なうとの意味で

はない－自由とは，必然性に沿って，必然性を踏みしめて表われる物でありiこの必然性

を舞鶴するのは，無秩序であり，圧迫である秒

では，現在の社会体制，歴史的過短に於て，最も大きな必然性を持ち．最も大きなカで

迫って来ているのは何者であろうか。それは，人間解放の運動・人間性尊重の運動であるb

人間性の尊重ノ㌦困・・…〉この雷葉の持っ響きが，現代程人の心に深く共鳴を呼び起している〉一

時代は過去の入閣の歴史を見てもあまか類を見ないのではないだろうかG

我々の周囲には，自然の果しなも囁虚の前に，文字通り無抵抗に，寒さに震え，飢えに

∴嘗しんでいる人々がやまりにも須見られ・それに反して寒さの心配・飢えの苦しみをせ／

ずに，ぬくぬくと生活しているほんの－起りの人間が存在している。この考えるも怖しい

矛盾。これは何に起因するのか。
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扁隼轡滑車人や、は労働に日夜努㌣ながらも・少智撃の申分の－，遍∴

榔局転姦しか得られないのであえぅか㌔これはまき笹資本主雛軸撃に和
した韓果生み出され牟矛盾なりであ皐。

〈資本主義社会の受勲者・権力者は何を目指し，何を得ようとするのか。彼等は，大多数

の労働者の労働の結晶でみる商品の効用を自己の物Ⅰとし，自己の利益を守り，増加させる

事にのみ血眼になり，人間としての生活，人間性の豊かな結実を労働者に許す事を望まな

い。広く社会「毅に，社会の大部分を占めている労働者に，その研究成果が渡されるべき

大学をさえ．，自分連の利益のために1産労協同の莫名の下，魔手を伸ばしセ来セいるのが

彼等資本家である。

とすれば，我々大学に生活し，研究にいそしむ者は，自己む研究に資産を持ちiその成

果を労働者「暁が熱将れる様に，社会全体が豊か隼なる様に，目を光らせていなくてほ

ならないのである。この様な責任を持った大学生は，自己が労働者階級に属さぬばならな

い事を認識し，広く労働者「穀の人間性を尊重する立場に立って，社会を厳しく，広く，

輝く見つめなけれげならないのである。そこでは．，職がないだの〟，関心がないだのと卓よぎ

ってはいられない9自己の主体性を正しく発現するためにも。

我々人間は・全ての人々が豊かに，真に自由に人間らしく生活でき7る様な社会，一部の

者が他の大部分の者の犠牲を強いる車のない社会を建設するため甚努力しなければならな

い。

強い人間を助け，能力のない人間を救う社会を目指そう′

‾編　集部縛、介

4回生　　木　下　泰　忠

沢　野　敏　芙

5回生　　有　松　利　雄

金　井　政　洋

樋　未　　熟■・

堀　江、　広、
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B　若　い　エ　ネ　ル　ギ　ー　彊

前号“現在の疑問’を読んで

5回生　　　頻　江　　広

＃何かにぶつかっていたい”‘これをやらぬば俺の人生は全く無味乾換なものになって

レまう”■これ妄やれるのは俺達若い者だけだ∵etc．etc．

私達の人生には必ず∵慶はこのように考え悩むことがある。一一一種の反抗期であろうか。

有り余る若いエネルギーをぶっつける何物かを毎日血眼で探し求め，日額を見つければ飢

∴えた獣のように飛びついていく。それは二十才甫ちようど大学に入って間もない頃だ。私

も例にもれずこのような時期があった。1回生の頃だ。目標は“日米安保条約”四条河原／

町でのジグザグデモ，御地通りでのフランスデモ，自民党京都本部前での“安保粉砕”

‘岸を倒せ”のシュプレヒコール，円山公園での抗議集会，クラス討議等，全く我ながら

よく動いたものだ。デモでくたくたに壊れても快い疲労感だけが心に残った。又，安保に

ついての知鼓を得ようといろいろの新開を読み，朝日ジャーナルを毎過むさぼり読んだも

のだった。私達が安保を粉砕しなければ日泰の将来はどうなるかを真剣に考え，涙ぐまし

い義務感と賓任感で小さな陶を→杯にしていたものだった0それがどうだ，私達大学生に

直接影響のある大管法には全く無阻む。どこが悪いのかも解らない。自治会執行部の人達

には悪いが，彼等のいう事はすべて馬耳東風ム講義をきぼってマージャンするひまがあっ

てもデモに参加するヒマはない。2年前の私はどこへ消えたのか？No／　消え失せた

のではない。ただ今の私の心の奥深く眠りいつの日か目覚め頭をもたげ今の無気力な私を

どこかへ追いやる日が来る。きつと来るこ私はそれを期待している。ただ無理やり目覚め

させるのではなく，自然に目覚めるのを待っている／。無理に作り出すエネルギーが仕事を

成功に導びくのではなく，自然に心の奥から顔き上ってくるエネルギーこそ仕事を成就さ

せるものであると信じている。

今の1，2回生の諸君の若さ－，こは感心するし，同時に彼等が5，4回生になったらどの

よ〉うに変るだろうかと楽しみである。こういうと彼等を非葉しているように聞えるが，そ

のように解釈してもらうと全く迷惑である。重奏，私達も2回生の頃，上級生の無気力に一

全く腹が立ち，来年は絶対にあのようにならないぞと強く決心していたものだ。それが今
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では，2回生からヨレヨ巧め5回生と非難されている。私達はそれに対し‘実験が忙しい

から－と答えるより仕方ない●ヒマなように見えてやってみるとヒ了がないのが5回生の

実験・講座廻りでばらばらにるグル二プに別れると全貞揃う時間も少なくなる。それがも

とで自分達の故にとじこもってしまう○自分を守ってくれる故にとじこもり，苦しいこと

辛いこ〉とはできるだけ避けようとする○これが無気力という形で現われているのではない

だろうか。それに5回生ともなれば将来の事を考える。就職の事，これが第－だ．大学は

現代の資本主義社会にのみ役立つ人間を養成する所でないことは確かであるが，技術系の

大学に入った限り，将来一人の技術屋にならざるをえない。私達は会社の事を考える。大

智法よりその方が大切なのだ。学外実習で工場へ行くとますますこの考えは強まる。‘＼産

学共同の絨維展ならやりたくない”と鶉烈にぶった1回生もいたが彼はナンセンスだと思

う。大学とは学問のための学問をするところなのか？私達工学系の大学としては工場と

技術提携して研究を進めるのが最上の方法だと思う（最上というのは言い過ぎだ。私達の

力で新しい技術なり研究法を見つけられればこれが最上だ。）。これにより私達の学問も

単なる学問のための学問に陥いらず，現在産業の動向を知ることができ，社会に出ても役

立つ技術屋になれるのではなかろうか。もちろん人格が完成されていなければならないこ

とはいうまでもない。岩崎教授がいつもぎわれる‘者達はable engineering

gentlemanの卵だ”socialistの卵ではない。

大学生活をふりかえって

4回生　　　森　山　文　雄

今かう思えば小鳥のように希望に胸をふくらませてはるばる親の古巣を飛び立ち素晴し

い独立した生活に「歩をしるしたのはつい近日のように思狩れる。あの純情可憐な美少年

も立派な先輩諸氏や同校の教育長ろしく現在ある自分として成長したのである。

ある種の不安と期待とを持って，今では住む人も無さあのなつかしい旧寮へ入つ長ので

あった。慣れてくるにつれて友達も出来て日々が楽しく，遊びに遊び授業に出るのも忘れ

て遊び試験の前には先輩や友準のノートを借りて歩き夜を徹して勉強したものだ○マージ

ャンを覚えたのもこの頃だった。夜は友達と恋愛論や政治論に東の空が明らむまで花を咲

一59－
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かせ痘ものだ。

次卯年牒何か刑務所を想像させるような新案で世話になったが言エ〉では特別鱒思い出

もないp＿与の年の夏休みに人生経験のつもりで北海道ぺ計画も立てないで一人施行した。

車ぎ大阪澄発った専中での心細い思いは今でもはっきりと記憶していない北海道に着くと

見知らや物事の好奇心で有頂点であったが，一連忘れられぬ楽しい思い出となった。翌三

甲生の夏休みにや一人で九州旅行したが，少し旅慣れゆ－ったりと楽しむ事が出来た。詩旨1

達も丁度実行してみては／，大変楽しいものです○

三国生から寮筆活にも卒業して下宿生活に入り，京都の家庭を見て埋った。廻ったと云

う甲は三岡移った事を意味するものでここでも良い社会勉強が出来たと喜んでいる¢

大学甲年間も過ぎてしまえば短かいものであれもやりたい，と′んなこともしたいと思う

てUや事の何分の一も一出来ないで卒業してしまいそうな気がする○厚かま’しくて知馴す

る攣　私の径険から下級生諸君に云わせてもらうならば，しっかりした趣味を持って欲し

い〇一これは学問七同様に非常に大切な革であると思う。人の出来る事は多少なら何でもと

云うのも畢構鱒が、，これならと云う自信¢）持てる物を作ることも必要セあろう三

甲野生の皆埠もそれぞれの革まれる道に励まれ，楽しく有意義な生活を送って下さい○

最後ヰこ皆様の御健康と御多幸を祈り筆を置かせて頂く。

「草丈で読みに再、と思うが悪しからず」

58．1．・29　記

ヽ　　　　　一　　一　一　　　　　　　、

一・′ィ●→小竹ユー・．1・一一一，■　－Jr・心・・：「、一一‥r一一～・

彰†　　第一5回　　思想ゝ・随想，幻想

5回生　√　金　田　渾
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や〈へ
：アイ

／　　ノ

食感主義者　ノ

合理主養老になる正は，まず金がかかることを知らねばならない。

∴～√

／～′

くけてニ〈くつ ぐ　／㌧～

∫、JJき

Jl、こき

ラッセルを見よ′　彼は何度，合理的な離婚をしたちとかp

大人と亭供の相藩

大人というものは，他人が大人であるとか子供であるとかを問題にしないものである。

′何でも「大人だ○子供だ。」と騒いだり，「大人，大人」とむきになって反抗するの

は子供の証拠である。

‾ノ予醜め絶粋さ

子供が純粋であることを必要以上に尊重するのはやめるべきであ‾る。この無責任な尊／〈

重こそ多くの害悪を生み出しているのである○こ鱒ことは学生に，もあてはまるものと

‘心得るd

ある受療地獄緩和策

学生の持つ多くの特権を奪うことであるnやれ，学割，コンパ，酒，麻雀，登山…‥・

文　化　人

∴　文化人にな扇とは何も＃しいことはない。時折，わかりもしない音楽会や展覧会に出

席しては，評論のひとくきりも述べれば十分である。要するに文化人とは役人のこと

である。

軽　　　茂

人を軽蔑するのは個人の自由である。しかし，軽蔑していることを素ぶりにも見せる

こ’とは許されないことを知って軽蔑せよ。

ガリ　勉

ガリ勉菅ののしる人は，自身がガリ勉すら出来ないエとを自ら認めていること誉知る

べきだ。

黒　幕

あらゆる組織に於て，頭の良い男は賞与、こ畢幕たきんとする－ものである。

倍　　額‘

人を信じ’るの纏々ほするのがよい∵懐男られた」・一撃どとなげく前に。、人間は全て

他人であることも知らねばならない。

準歩的学者

／進歩的な学者疫なるには外国静こ堪能でなければならない。学会で誰が早く∵訳したか【

一41－
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Y　が問題になるのだから。

叉．

別の意味で進歩的になる為には，社会主義者になろことである。学生が進歩的だとはめ

めてくれるだろう。だが注意しないと，いっ反動にされるかはわからない。故穂川民

の偽もあることだからり

太

よく人は何故本を買うのかなどと愚劣なことを開くから，太棚に飴る為と答えねばこ

の人を納得させる方法がないの

テレビ・コマーシャル

コマーシャ∫レは出来るだけ低劣なも、のがよいd低劣さと製品の売行きは比例するもの

であることが統計的にわかっている。文化人よノ′低劣さに余り目の角をたてぬ方がよ

い。

皮　肉　屋

皮肉鼻とは大低，驚く程の常識的な人種であるβただその常識が，世間のそれにくら

べ，天郡鬼なだけである。

叉，

彼は痛烈な皮肉屋だった。彼は皮肉屋さえも皮肉っていた。

■自治会の蓮由の誤り

自治会の人の犯した最大の誤りは，三，四回生の中に吸血的勉強家がいると思ったこ

とだ。

フェミニスト

フェミニストとは最も女性を利用するのがうまい連中のことである。彼らは，「見女

性に親切そうで甘い汁営吸うのである。

勉　強　家

勉強を余りしない連中というものは，人間は誰でも本来勉強は嫌いなものだと考えて

は，自らを慰めているのである。こういった連中は，自分の怠惰を胡魔化す理由げか

り考えている。やれ，人生だ，哲学だと…■t．・一・・…

みすぼらしい人

一　ポロをまとった人に同情するのは，署の勝手である。しかしながら，君の方がずつと，

同情‡こ債するでは寧いかD、能カー財力．…・・・何に於てもむ

∵42－
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教　　師

教師に最も同情することは，人に勉強せよと富むねばならないことである√＞

文，

常に学生より堅くなければ馬鹿そこされることである。

特異な存在

少数のグループに於で特異な存在は，十見大切にされているように見える。悲劇はこ

こから始まるのである。その人は，大切にされていると思い込むし，皆は大いに迷惑

がっているのである。

成功の甘さ替、

ちょっとした環功をこ気をよくして他人をあざけるのは良いことである。やがて，自分

もあざけられるから同じである。同じあざけられるなら，今の中に大いに他人を罵倒

するのが得策というものである。

親切な人々

世の中には謀切な人々がいればいるものである。他人がデモに参加することまで，万

事，決めてくれるのである0

超　数　学

世の画こは学問では考えられない議論が多いp百人の圧倒的多数が三十人であるとい

うことである。1口ロコ＝50は現実には可能である。

三　段　論　法

三段論法の作った最大の功罪は・周でも．三段玲法から引き出した枯異は正しいと考え

ることである∩

気管病む男

最も何でも気にする男は，知和こも何事もなか壷ような顔を作ろうとするものであ

る。こういう男は．好きな女に何一つ言えないで，知らん顔をする小心ものである。

評　論　家

評論家とは要するに，……主義，＝・‥灘などの言葉をうまく，意味もわからないのに

償う連中のことであるゎ

クリスマ‾ス

クリスチャンでもないのほクリスマスを騒ぐのはケシカランと目の角たてて怒る人は，

結局本人は何もわかっていないのである。嘘は，正月になれば目出安くもないのにオ

ー45－
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メデトウと言うではないか。我々までも，おち臆ぼロをして「オメデトウ」と言わね

ノばならないのは，大いに迷惑である8誰かこれ章こケチを付けてくれないかと常に考えゾ

ているのほ。

オツチョコチヨイ

ちょっとした自然現象の原因について知るともはや，自然の太質をつかみ得たなどと

考えるのざま，オツチョコチヨイの典型である。、これは社会．人生和と酪てもである。

だか和像鰐だと言われるのである。

大　学　生

大学生というのは，怠ける瑚こ色々と理由誉つけ1るのがうまいなだけ管★草木の得憲

一　とする遠車である。これになる為に毎年凋入かが自綬し－，病死するのは余り意味の

ないことかもしれない。

誇　＿り

・白如）学睦め誇りを持つこ＿とは余り意味が扇、ことである。それらは大低劣等感の葉

がえ1しきこすぎ恵いからである。だが，劣等感を持つことには，／断固斗わねばならない

だろう。それらは常に優越感に変じようと刃智といでいるからである。この事は，逆

く　も可である。

学生の論理

共産主義の論理は棲めて有難いゎ全ての悪の原泉が社会ないし改府にあるというのだ

から，学生にとってこんな好都合な事はない。だから，色々と理屈をそねては自分達

の義務を放棄しよう1とするのである。だが頭の良い彼等は準して権利を主張しておく

ことを忘れない。

有能な人間

其の有能な人鱒にとっては，他人が有掛こ見えて仕方がないでよろう。

きれいな永爆

科学者の中には本気できれいな水爆を主張する人があるという；不思議な事であ▼る，

〉圭一．ノ　　～くく
1㌧、

塗バ彗

汚い方が大量笹殺人が行なえるのほ。

自　衛、隊

領雇の自衛隊に土気がないと喋りこはあたらない。いざ戦争となると彼らは，勇敢と、

〉　なり，いぼるだろう。しかし，その時には勲章をもらうまでもなく体を構えねばなら

ないだろう。、

残一酷　ム　ード

日永人の芸稀家と称する連中は，琴酷な物が芸術の由に入ってくると，残酷でありさ

こ44－
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えすれば，南でも芸術であるとするよう準鱒理学が好きである。残酷を抽象と置き換イ”

えても同じことである。

宇宙時代の論理

もLS・F誌に出てくるように，他の宇宙に入察より高等な生物がいて，地球にやっ

て来て，人間を家畜として使うようになったら，人間はどう考えるであろうか。然る

に，人間は地球上で；その高等故に他の生物を支離しているではないか。自分の身が

可愛いければ，健の動物を余りいじめない方がよ早だろう。

ミファー囁

確かにミプア「族という′のはインテリと呼ばれる連中の観念の所産である。彼等は成

程，ミドの位置に位するかも知れぬが，やがて，一オクターブ上があることを知るの

である。

ム愛される人間

彼はすぐポロを出しては皆を実絆せた0

叉，

余り出来すぎた人間等，「駿の人々にとって興味の対象であっても愛のそれとはなり

得ない凸だが，愛する人間は，常に完全を求めまうとするのも又，人間の特性である。

嘩りィ野花

“隣りの花は赤い”とは至当な名誉であるに寿いない。しかし，Yその中には，常旦こ，、

弱者あるいは劣等者のひがみの臭いがせぬわけではな．い○

オールド・リベラリスト

現在の若者達鱒とって，かっで自由の為に関った人間など興味はないものである。ど

うせ，今や彼等は単なるノスタルジアに生きる男で．しかないと学生は考えている。

′ザルツブタレグの小枝

額は盲目とはよく言ったものである。かむクレオパトラの昇は実際には曲っていたのJ

かもしれない？ヤ

有能な入鹿

社会が有能な人材を欲するのは当然のことである0ただ・不幸にして〈・そ不一、う人材

は決して，そこらにころがってはいない。－しかし，それらしい者は両らでもある。

民　　衆

民衆だ大衆だと，国民を持上げる連中の貴意というものが－，如何に人を馬鹿にしても予

h　ることか。彼等は心の中で菰虚に詑びれば，少々の迷夢は大衆は許しでくれると信じ

ているらしいす

－45－
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アブノーマル

ノーマルとアブノ～マルの凄いは単に比率の問題にすぎない0

番　　卿　で

世の悲劇のあるものは，、自分の能力を過大評価しようとする所に始まる’三

平　　和

平和にブルジョワ的なものとプロレタリア的なものがあると主張するのは輯学者の訓

話の字というものである。平和とは単に，戦争のない状態をいうのであ声。

硬　い　頭

年寄り達が頭が硬いのは当り前の事であるnしかし，若者の頭の硬い奴は鼻持ちがな

らない。－、

だまされる男

およそ，「だまされた」と考えている人間程，もう一億だます事は容易である。彼の

′　訴える通りに，うなずいてやりさえすればよいのである。

国際間の道義

世の尻の青い連中は，常書こ人道主義及び道経緯と言うものが国暁闇に通じうると考え

ている。又，変にぶった者は，入道主義などナンセンスだと言ってみたいのだ。

悪い奴程，よく耽る

およそ，ありとあらゆる組織に於て悪い奴は必ず存在するものである。彼は巧みた行

動し，しかも，ある魅力を持っているへだから．要領の悪い連中は常に彼に反感を持

ちのである。し‘か、も，やがて自分には良い革があるなどと因果応報を信じては，自ら

琶慰めているのであるDだが，大鑑の結果は，悪い奴の勝利になって終今のである0

だから，大望をとげんと欲する人は，まずよく眠ることだノダ

ある阿呆の読卦

阿呆に本を読ませるとロクたことさまない。太に書いてあることを，ただちに自分のも

とからあった思想と感違いするからである。

叉，

太に書いてあることを他人に強制しなければ気がすまない。迷惑なのは，友人達である。

つ　づ　く

＼12号誌上の旅行記の続きは，季節はずれだと判断して取りやめました。読んで下さっ

た万々に，お詑び致します。

ぎ

■　■

－48－
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京都工芸織椎大学級維学部繊維化学教室物語

「織経化学教室の生りたちの記」（後）

岩崎研究室　松　本　喜　代　一

8．本教室の前身

撞維化学教室のそもそもの始まりは，かの世界第二次大戦の始まる昭和18年にさかの

ぼる．風雲急を告げる頃，わが国の化披法界の躍進は全く目覚しいものであった。即ち，

大正4年わが国で初のビスコース工場が誕生して以来，わずか20年ほどの問に，その優．

位を米国と競っていた。そして昭和14年には，その前年米国でナイロンが発表されたの

に一層刺激されて，わが国初の合成繊維「合成一号」「ヵネビヤン」　現在のビニロン

の研究が完成した。更に翌15年には，わが国でもナイロンるの研究が完成するし，英国

では，チリレンが発明されるといったように，いよいよ北嶺時代の様相を現わして来た。

ししかし，当時の京都織経専門では，化妓なんて椙や　木桶など天然絨椎の代用品で，い

わば戦時中の物資不足を補うものでしかないように考えられていたらしい。そして，伝統

の絹についての化学的な研究をするための学科として繊維化学科が誕生したように尚いて

いる0スタッフも，生物化学系の先生方ばかりだ▼ったという0従って，今日のような脇推

化学教室ほしようと，方向転換されたのは，戦眉であって，その著しいのが，大学になっ

てからである。

八一万，学生の方も，戦争にかり出されるのをのがれるために入学したような人達が多か

ったと聞く。教官側も，学生側も，そんな諸子だったから，まるで無気力で，伝統の養蚕

関係（当時は，養蚕関係の科が8っ程あった）の科のカゲにかくれて小さくなっていたと

いうことである。

このような先輩　繊維化学第1回卒業生は，太平洋戦争たけなわの昭和19年5月に

50名が巣立っていた。昭和20年には20名，昭和21年になると，戦争に学徒出陣さ

れたりして，卒業生はわずかに7名，22年になって復員組などもあって58名，そして

25年には，実に48名の多くに達した中それから24年が54名r25年も同じく54

、名，28年の27名の卒業生を送り出して，専門学校の幕は閉じた。その間の織維化学の

卒業生は8回に亘って，計258名である。
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V了以豊野警′うな改暦であった桝とも，伊藤武男先生僻信州大学々長），岩田久教先生（

九甲状学農学部教授），浜村保次先生（前繊維学部長），美和意思尭鑑揃奈良女子大家

㌦政学部長）ら多くの先生方の忍耐と努力のあったことを忘れてはならない。

㌧貸　本教室の同窓会r磯化会」

昭和29年1月2日，それまで各卒業クラス毎に開かれていた繊維化学科の同窓会を1

ゝ本鱒したとこうの幼稚会が誕生した0その頃までのクラス会は，どのクラスも大抵正月休

みに開かれていてトそれに出席される・先生方は，2っも5っもかけ持ちを余儀なくされて

‾いたと聞く0もち論，織維専門時代，いや大昔より，筍在の繊維学蔀の前身には，衣笠鱒

窓会というのがあった。これは現在でもやはり存続するが，今だにその主脳は養蚕科出身

＼であって，どうしても養蚕偏重をまぬがれていない0卒業生の数からすれば，養蚕，製孝

的孫は実に5．000人余で∴紡績科が約500人，繊維化学科が約580人という分布で，

しかも，弱dヽ学科？はいずれも創立以来やつと20年になろうとする若輩の集りでは，到

底スモウにならない。しかし，ここに同窓会の運営という面に－大問題があるのを老先輩

連は勧存知ないのか，あるのか？やや先を急いだが，話を昭和29年にもどすと，当時

の繊維化学の卒業生は約250名だった。衣笠同窓会に出ても，養蚕科の敬老会といったて

雰囲気にはとって轟なじめなかったらしい。そこで∴若い娘維化学の集いとして，親睦会

的な日的だけで，績化会が誕生した0関係先生方は，発射会率ということで，会長の選挙

権はあっても，奴選挙権のないという，一寸そこらの同窓会のような先生をたてまらよう

な形態にはなっていないのも，一つの大きな特長である。あくまでも，卒発生のための卒

共生の集いである。

このようにして誕生した繊化会も，今年は18周年を迎えようとしている拶その間に果

した業績は有彩無形の多くのものがよる。その例は一々あげていては番面も足らなくなる

ので省略するが，とにかく，初代，二代と勤められた林屋先輩，三代の椅野先輩，四代の

須木先輩，五代（現在）の高橋先輩と受けつがれた会長を中心に，若さを売りも／のに早発

同窓会浸，′いわば卒業生の絶好の社交場であった。しかし，ここにも衣笠同窓会の二の舞

を踏む憂いが年々に高まって来てもる。その改轟は，今宿の運営委員はじめ全会員の双肩

そこかかつている○

ところで「方，衣笠同窓会も，織砲金につずいて串来た楯会倣轡科の同窓会ノ甲誕

生妄見て，マンモス化した同窓会の再編成を迫られて来ているようである。やがては，各

ヾ㌔′　♪－
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／科毎の同窓会の学部の繚軸が衣笠同額会で卵，エ書の松ケ崎同窓会と手を組んで大学／

としてこ本化し桓同窓会にまで発展していくので中ろうん，また，そうならなければ分

裂してしまい，小さなセクト主義のカラの中に入り込んでしまいそうであるゐ同窓会の

今后の発展を祈うてやまないp

10．本教室の教授陣

ここで緑維化学の恩人，先生，一人一人にハイライトを当ててその履歴と菓顔の＿端

を揆ぐちでみよう。年令脚こ紹介することiこしょう。

川　岩崎拐一郎教授‾明治54年5月10日生　工学博士　兵庫県出身

わが国に申けるビスコ｝ス人鯖の工業化の草分けが，帝人（株）の久村椿太秦逸三

の両社長であるのは対し，その学問的な基礎ずげは，京大の喜多源逸先生であると云わ

れている。亭大工嚢化学の基鹿を築かれた偉大な化学者　寮多先生の門下で，桜田一

郎先生，故亘島正先生らと対こ三羽ガラスの1人として活躍されたのが，岩崎先生で串

る。桜田尭生の二年先輩に当るV喜多門下の人々鱒は，日本の化学工業界における重鎮

として活躍されている偉材が非常に多い0提出されたビスコースに関する研究報文は百

数十報にのぼる長編大作だったが，その輝かしい第1熟ま，岩崎，桜臥中串，富久の

各氏が手伝われたものである。

ところで，岩崎先生は喜多先生のもとで送られた十年余の助手生活の間に，一ビスコー

スめ組成につ〔、七一うの疑問を持たれ，それがきっかけとなって，ゼスコースの発明者

クロース，ゼバン両氏の学説を訂正するという輝かしい菜虎を収められ，工学博士号を

とられた。以来，今日まで，その学説が定説となっている。即ち，ビスコースはゲルコ

∴ス基1個にキサントゲン基1個の割合で結合した化合物であるというクロース，ビバ

ン説に対し，岩崎説はグルコース基2個にキサントゲン塞1個の割合で結合したものだ

というのである。

近年†積分反応」という新しい理論を打ち立てられた群，過去40年余のビスコース

の研究生活で，前者に優る意義ある研究として，ビスコースや繊維化工のみならず，全

ての隼学反応，重合反応への応用へと一歩一歩前進を進めておられる。積分反応はいわ

ば夜学反応における／オートメ〈－シヨンの基礎として反応工学も大いに意義深い研究で

ある0現在までの報文は，♪末発表分を含めて約40報になろうとしている0その他‾．一

々あげると切りのない軌今まで先生の手がけられ狩研究や進行中の研究が，次から次
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へと泉のようは湧き出してくる○いや全く，発生の頭脳か∠ら湧き出すアイデアは，絶亘る－

ことのない泉のようで，全くすげらしい0

研究歴と尚じように，経歴も多彩である。賽多先生のもとで，理化学研究所の助手を終

えられ，昭和8年鈴華人絹（株）（乳大和訪棉）は入社され，、戦時中は同会社中広島工

場の北学部長兼研究所長，18年日東油脂（独）に移られ，油脂研究所長までなられたが，

終戦で退社。大学昇格直前の織維専門学校へ迎えられた。産業界におられただけに，大学

と産業界との連がりのポイントをよく知っておられ，産業界における顔の広さは，本学随

叫といえよう。

学会に永代、ても，日本化学会，繊維学会，繊維製品消費科学会，抽化学協会などの幹酪

役員として，大いに活躍され，また活路きれつつある。昨57年4月に，オランダアムス

テルダムで開かれた第9回国際繊維化学者，染色技術連盟会誌に，日本代表として渡欧き

れたことは耳新しいことである。ともかくも，耳）れわれとしては，国際級の教授に教えを

受けているというだけでも，幸といわぬばならず，ただ感謝するのみである。そうして，

免生の念敏，「世界一の繊維大学」達成のため，緻力ながらも，大いにお手伝いしようと

思うのも私一人ではないだろう。

（カ　ニ貴志雪太離教授　明治58年1月d日生　農学博士　熊本県出身

従来，蛋白質の中のアミノ酸の割合は　それぞれの蛋白質が時有の倍をもらでいて変ら

ないものだと考えられていた。ところが，貴志先生によれば，糞白質の中のアミノ酸の構

成畳は栄養条件に．よって変化するというのである。この従来の学説をくつがえす新建論に

よって，先年毎日学術奨励金をもらわれた。この新事実は鴇によって発見されたものであ

って，果して，人体や他の動植物の蛋白質にも当てはまるかどうか疑問である。しかし，

妙くとも各蛋白質について一定不変と信じられてきたアミノ酸の結合，配列状態，化学構

造が鴇では変るということを実証され年のだから，学問的には大きい問題である。

この研究の発端は50年近くも昔にさかのぼる。それは，大正14年，京都高蚕の蚕程

科を卒業，九州大農学部を卒業されて，片倉製糸の初代研究所長であった昭和9年頃であ

る0当時，専ら桑を中心にした靖蛋白の改良に勤んでおられた。その頃，，魔の不足レた桑

の葉にr密を与えると，霧を梼成するフィブロイン，セリシンの二大蛋白質の割合が変り

ゝ　しかも，蚕の体内の主要アミノ酸であるグリシンが増え，鶴の収量まで多くなるという鱒

事実を発見された0これが，先生の学位論文である0’しかし，研究熱心な先生は，グリシ

ンの増加は，単に蛋白の組成割合だけでなく，それを構成するアミノ酸の割合をも変える
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ことになるのではないかと早う新しい疑問を抱かれた。つまり，その疑問が，先に述べた

研究成果のそもそもめスタートであった0
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しかしや′ヵ吋，一わが国はのろわしい戦争に突入したので，研究も国策におった方面に転

換せぢるをえなくなり，サナギからビタミンBZをとることに軍功された0また，技術院

の要請で疲土方による食橙増産の研究もやられた。そのような空自時代を経て，生涯の研

究に再び取り組まれたのは，東北大で試験管実験でアラニンというアミノ駿とゲライオキ

ザル療とによってグリシンが出来ることを発表された。そこで貴志先生も追試をされ，更

に生体実験をして同じ結果を得られた。このことから，かつての自分の研究で，未解決で

あった桑の糞に糖を加えるとなぜグリジンが増えたのかというナゾを初めて解かれたので

あるム

近年は，羊毛などの蛋白合成の研究へと着々と進めておられる0

（5I　町田義之教授　大正2年11月17日生　理学博士　京都府出身

従来合成繊維は非常に染めにくいものであって，色々な方法が研究されていた。町田先

生もその解決法として，染料は在来のものを使い，絨経の化学的処理によって染色性を改

良しようと試みられた。理論は，疎水性である合成績経に，親7k姓の他の原子団をつけて

染色性を容易にするというのであるム数年前よりビニロンを対象にこの研究を進められ，

ェチレンイミン誘導体が効果のあることを発廃された。これを使うと，例えばビニロンと

羊毛の混紡品も羊毛用の酸性染料だけで一緒に手軽に染まる。

町田先生は昭和14年の京大理学部の出身で，工芸の寺田，増尾両先生とは同期生であ

る。大学設立までは工尊の荒木先生のもとにおられた。ところが，大学になっても級維学二

部徒は基慮化学をやられた教授は皆無であったので，工芸より転属されたのである。それ

だけに両学部の長短所を十二分に体験されていて，大学には貴重な存在である。

先輩に当る荒木先生の海中の多糖短の研究の影響で，町田先生は，地上の多糖類，トポ

ロアオイやノリウツギなどの粘質物，和紙などの研究が本職である。植物体はセルローズ

とへミセルロ・－スとリグニンとのほほ同量から出尭ているが，パルプ製造には，セルロー

スだけが必要であって，残りは廃液として捨てられることが多い。パルプ廃液が，もつと

利用されれば，′ヾルプのコストダウンは必至である。町田先生は，tの加用法を基礎とし

ての・複鮭なヘミセルロースの化学鋳造を決定されて；学位をとられた0

近年は，粉の各産誘導体，織椎処理剤，光増白剤，特殊染料などの合成をはじめ，

種々の共重合やグラフト重合など仲ふ活発に研究されている。現在日本化学会の近幾支部

＿51－

＼
　
ヘ
　
ノ
き

ノ
√
＼

、
　
′
ネ

ハ

ブ

　

㌦
ノーも＼′



三

　

′

1

～

八

レ

　

〆

て

　

了

㌧
＋
÷
ノ
∵
ぺ
　
〟
∴
＼

㍉．√／∴／

リ
い
ハ
ハ
∵
‥
ん
小
〉
〟
＝
〝
汀
‥
ル
〃
り
〃
〃
ベ
ル
”
川
り
川
〃
〃
川
“
仇
”
六
月
ぷ
V
‥
Y
〃
“
ル
‥
”
〃
ル
い
パ
＝
〃
″
H
V
。
〃
7
Y
‥
‖
〟
＝
＝
＝
〃
“
ハ
‥
ハ
雪
、
八
八
り
〝
け
が
”
ん
〃
”
リ
〝
〟
い
ん
は
Ⅵ
1
“
“
〃
日
ソ
〝
‥
〃
‥
〃
‥
り
〝
攣
べ
薫
湧
け
パ
や
パ
‥
‥
バ
川
‖
‥
〝
八
尋

川
は
小
川
Ⅶ
川
″
帝
誹
川
川
川
仇
“
ノ
誹
は
川
〟
や
“
‥
り
“
薫
り
ン
ぷ
里
バ
川
‥
パ
や
咽
等
肇
ハ
川
…
〟
川
‥
Ⅵ
い
り
ル
〟
ぷ
W
パ
“
楼
1
バ
実
骨
〟
ぷ
邦

〝
パ
や
ぶ
“
柏
浦
川
鳶
j
パ
ぷ
川
ぷ
窯
薫
等
三
成
凋
J
j
だ
川
5
．
′
Y
小
導
く
、
．
り
H
h
V
〃
ハ
り
雪
ン
Y
．
登
Y
く
ン
、
V
j
ノ
ソ
〝
〃
1
バ
ぷ

川
讃
川
〟
川
…
ル
¶
い
〝
W
W
〝
Ⅵ
〟
八
“
…
登
′
リ
″
り
〟
〃
湾
小
ぶ
り
Ⅵ
八
川
ぺ
′
V
V
〃
‥
n
‥
ぷ
う
ん
膏
パ
れ
）
き
く
ィ
、
川
」
″
ぺ
公
へ
ぷ
誉
登
や
り
場
誹
“
州
〟
ぷ
男
磯
用
は
登
。
褒

ゝ代表議貞なゞとして学会方面にも活躍盛りである。

、朝、棺宅省吾数摂　大正5年5月29日生　工学博士　大阪府出身

昭和18年京大工学部の桜田研究軍出身0草葉後，撃争期に入ったので，掩宅先生も海

軍技術将校として，主として火薬の研究をきれた0終戦時には，海軍少佐であったbその

後繊維専鱒で教噂に立キれていたが，大学昇鱒と共に，岩崎研究室の助教授として鞄和5

2年までおられた。講座増設になって独立された。

樽宅先生のそもそもの本研究は，高文子の溶解熱に的する研究であった。暑い夏の臼も；

寒い冬の夜も．，独りこっちつと研究室の片隅で，研究に勤んでおられた坊主顔の相宅先生

も，折りから押し寄せて来る合成凌雉の嵐に巻き込まれ，遂には，ナイロン，ポリエ手，

ポリプロそしてス′ヾンデックスの熔融紡糸，アクリルの壇式紡糸へと躍進きれた。卓して，

夢の鋸ポリエ声，ポリプロの染色に関する新しい方法を発見されて，これが学位論文と〉

なった。この研究は，要するにポリエチ，ポリプロを塩素化して，染色牲考改善し，産々

の在来の染料で染色するというのである0

夢近は，合成繊維の放射線鱒射に関する分野へとその鉾先を換じられつつあ去よう草。＿

（5）後藤四男助教授　明治45年1月25日生　工学博士　大阪貯出身

昭和10年京都高蚕の養種科を．卒業後，九州大農学部，片倉塾糸などを経られ，戦争中

は中学大陸の山野を駆けまわられた勇士の一人である。

復員後，母鮫へ帰られ，大学昇格当時は1∴賢志研究室の助教授として，当晦まだ‾，●わが

国では研究の緒についたばかりの電子顕微鏡によって，主として，穎フィブロインの原状

形卿こついて研究されてい牢0これが後藤先生の学位論文となった0その後ゆえあって，

岩崎好況墓の万へ転籍された。それからというものは，水を格た魚のように，‾次から次へ

、とその研究分野を広められつつある。絹の不教隆加工，フロツキ～加工，縫縮絹糸，絹の

畢＆閣臣工，羊毛の改良など，主として天然茸白繊維の改質方面に活感されている0また

前述のように，わが国電子顕微鏡研究陣の草分けとして，貴重な存在セある。

場　内野鋭人助教授　大正15年4月15日生　崖学博士　熊本垣出身

〉砲鱒2．1年京大理学部化学科を卒集。工絨大誕生と共に赴任され，昭和55年秋，「マ

シニッヒ反応に関する研究」で学位をとらえ，また，昭和55年貫より約1年蘭米国シカ

ゴ郊外の′トデイユ東学に留学きれた。本巣はヤーはり，町田先生の系列のトロヤアオイや

ノづウツギなどの粘質物であると聞く。

骨吼武内民男助教授　昭和2年11月12日生　虔学博士　熊本県出身
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∴、鱒鱒27年丸大摩蛍部農芸化学科を卒業。2ゾ8年に赴任きれ．昨年暮懐蚕における璃

ィ蛋白質の生成翠およびその構成アミノ鞍の棺琴について」で学位をとられた0この論文は，

貴志先生の研究の系列隼入るも甲である0

以上で本教室のき要スタッフの紹介を終るが，嘗き終ってどうもまづいことに，その記

事がかたまってしまった0紹介不十分な点が多々あって，7どうも筆者としても不満足であY

るけれども，今後の換金にやずることにして，今軌よこの程度で，こ寛容いただきたい。

最後に，これら準先生方にこれまでの卸尽力を感謝し，〈尚今后一層の初努力をお顔いした

い。

11．本教義Z）学生気質

放線化学教室の学生は，昔も今も変らず，常に級雉学部のり「ダーシップをもっている0

学生自治会もしかり。学園祭や大離分のクラブ活動もしかりといえよう。それは実に，入、′

学の発露を突破して来たという自信と自負とが根強く心の底にあって，それが先輩か～ら後

輩へ．そして更にその後嚢へと受けつがれて来た現われではなかろうか。他のある教室の㌧

ように，古い伝統の上にアグラを組んでいては，▼自然とそんな気線も温いてこないので絹

なかろうか0それとも受験当時鱒乗の劣等感？の壕わ平が，ややもする＞と無気力にしてい

まっているのだろうか。その後，本数室の学生は，．良きにつけ，悪しきi∈つね，学部のキ

ヤスチング・ポートを舞っているようである○

次ぎに，繊維化学教竃の学年ほど，亭とまりのよい樽は，他の科にみられないようだ0

それというのも，地理的にも，ある科のようiこ研究室，笑顔塞が学報円に点在しているの

と違って，白亜の殿堂にほとんど集っているのだから，まとまタの上で大層有利であ冬。′、

従って，クラス鼠特に卒論生となってからのクラスや，1回生から4回生までのタテの

適がわのよさは，・一寸他では珍らしい○しかし，ややもすると，仲が艮過ぎて，－，けんか？

することのあるのも，世の常で，らこにもそんな時をしばしば見受けた0

凱へば，学園祭の時など，筋の滴ら食い軍令？にはソツポを向いてしまい，幹等を因、ら

せる。しかし卜数多くのリーダーの中で，リーダーのキングが出来ると，後は順風満帆と

いっ欄子に．なる0最近のよい例か，第5回の繊維琴の琴合でめ昂0－部の間で持ち上つ〈

た抜維展開催のノロシ時lたち草ちS君を代翼幹事に祭り卒げてしまった0ところが，貫

休みを終って帰？て来たある研究一室や∵滑事大むくれ0華守の間の取り決めなんて，受ナ

られないと木荒恥㌢い与も簡単に先のスタッフは御破算と摘墳ってしま？た0そして，膝
＼′
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序正しく筋を通して，改めて新しいスタッフが，A君を中心に作られた。それから開催ま

では実にスムース。小ダーダーマンが各自の貴任を十二分に果して・あのような成功を傷

めることが出来たのである。これは，リーダーマンの多い繊維化学教室のホホエマシキ悲

喜劇の一幕である。

捗稚化学科の学生ほど，教官と親密感をもっている所は少ないように聞く。気さくな教

官の多い教室にいる学生は，それだけ何かにつけて得である。マンモス大学の学生のうら

やむのも無理からぬことであろう。学生数の少い大学の特長を多いに利用すべきである。

朝夕の挨拶一つにしてもタすぐ親密感が湧いてくる。名札をつけていることも，有力な手

助けとなる。創立当時に比べてややその感が薄れているようなのは，独り筆者の偏見だろ

うか。

12．本教室の学生運動

繊維化学教室では毎年入学式の翌日の歓迎会で，文部省より国立大学宛の通達である学

生運動の禁止のあることが，各教授の間から新入生に通達される。一瞬シュンとする者も

いる。しかし，政治問題に無関心になれ，というゐではない。よく誤解を招く。人間社会

が自由を保つためには，一つの定まったルールが必要で，それに従って且つ各個人の責任

を伴ってこそ真の自由である。大学とは，学生にとっては勉学の場であり，教官にとって

は研究の場であって，どこから突いても政治活動の場ではない。もっとも，一部文科系な

どの教官や学生の問には，あたかも政治活動の研究実験が大学内で行われているかのよう

′なケースを聞く。しかし，少くともわれわれの大学のような，特に繊維化学教室のような

所で，何故に政治活動の研究実験が必要なのか。不必要であるムそれこそ，ハタ迷惑極ま

りない。これは丁度，文科系の学舎内で，悪臭プンプンと発生するような化学実験するの

と，よく似ている。彼らはキット迷惑千万だと怒り出すに違いない。そりゃ，教養として

は，政治も経済も何もかも必要だろうが，それは学生個人個人が大学の門外で，個人とし

て活動するならしてもよかろうが，平和と秩序を守る技術大学の学舎内では，余りにも他

人を無祝した行動であり，行き過ぎである。そのような、ことを熟心に研究したい学生は，

さつきとそれに通した大学へ転校．して，一人でも多くの人と共に研究にたずさわる方が身

のためであり大部分の良識ある学生への最善の努力であろう。繰り返して念を押しておく。

政治に無関心になれとはいわない。むしろ，将来社会へ出て，世の中の幹部となる人達な

のだから，∵投入よりもずつと酪心をもつべきである。しかし，学舎内で行き過ぎた行動
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はしてもらいたくない0これは，今まで苦杯を寧めて来た一先輩の言としてよく聞いてお

いてほしい0世の中なんて，甘いものではない0軋政治活動が盛んであっ年頃，学生の

中に革新的某政党のメンバーも確かにいた。その数が僅かでも，もともと人数の少い学校

なのだから，全部の学生がそのような風に見られ，折りから就職難の時代だったので，環

用する方はそのような危険な所からはとらない。ということになって，随分多くの善良な

先輩達は苦杯をなめた。それもやつと5年以上もの永い年月を経てやつと，工絨大学は純

白な学生ばかりであるという評判をとり戻した。その間；学内め結束は，現在の若輩達に　′

は知るよ・Lもがな，である。どうか，せっかくここまでして来た学鼠を，無暴な連中のた

めに打ちこわきないでほしい0自治会でリーダー格となって，活療するのはよいが，一部

の連中に引きずりまわされないように，呉々も各自が自覚して，賓任ある行動をとつでほ

しい0

15．本教室仁ユ学園祭

衰近二三年の学園祭を見るに，純真な学生らしさを失って釆ているのほ，どういうため

だろうか。例えば，球扱大会をとりあげてみても，わずか2クラス100人たらずのもめ

の団結がまるでなっていない。盛事以外の者は応援するでもなく，会を見せない。中には，

これ幸いと旅行したり，登山したりする者の幾何に多いことか。学生のための，学園祭で

はないか。好むと好まぢるとにかかわらず，自分達の惑出した委員によって企画運営され

た催しならば，例え嘉手として出湯しなくても，何らかの形で参加すべきである。そこに

学生の純真さがある。

学生の催しものは，大いにバカ騒ぎをするべきである。しかし，ある秩序と責任と自覚t

は忘れないでほしい。古きよき時代の旧制高等学校の適中のバカ騒ぎは，愉快で，ほゝえ

ましいものであった。学生時代の思い出として大いに騒いだ。灰色の学園生活のうち，そ

のような日が一日でも多くあれは，大いに潤いとなり，なお一層楽しい学生生活となるに

遵いない0事買，旧三高卒業生諸兄の語にはトその時のなっかしさがいっも湧き出て来る

ようだ。外国では，か言パルの酎こ，また日本では祭りの日に，バカ騒ぎをするのは，

何故か。常日頃とまるで変った一日があってほしいと思う人間の望みを実現するからでは

なかろうか。学園生活のうちにも，そんな臼がほしいと思わない人は恐らくないだろう0

例えば，運動会などで，日頃，数えをこう教師達とも仲よく一人の人間として丁目をエン

ジョイ出来たら，どんなに楽しいだろうと思う9ありふれた人まねの運動会では，ソツポ

ー55－

∵∴∴バイ∵∴十㌧豆い
＼

　

′

欝
澗
雄
雄
牒
詫
牒
牒
雄
登
雄
雄
牒
牒
雄
菅
諸
思
想
牒
宰
亮
諸
藩
美
甘
雄
強
豪
勘
睾
粧
黙
鉛
勃
掛
斬
新
郡
卜
傭
釣
針
漸

う
～
～
　
ざ
　
／
　
　
　
　
　
　
　
ヽ
♪



W
誹
W
ぷ
…
川
…
冤
“
堕
撒
〟
Ⅶ
技
箋
ル
八
川
や
溌
」
ぷ
「
．
″
登
絹
貴
書
パ
J
J
‥
Ⅵ
パ
川
。
∴
u
Ⅵ
W
W
遥

ノ

～

く

　

さ

タ

　

V

、

㍉

：

；

～

J

 

J

ぐ

　

　

　

う

　

V

ン
㌻
ナ
ナ
∵
へ

瀾
雄
、
∵
．
∵
　
　
　
．

∴

∵

㌧

予

J

ノ

句

‥

、

“

㍉

／

メ

㍍

　

　

　

　

辱

1

獣
駁
針
新
教

′

　

～

　

へ

ノ

′

　

さ

　

　

へ

、

√∴

1ゝく〉 如き

ノ；予∵十∵　～〆Y

せむ〉く一着も多い。無理からぬこと牢）も知れない云十年程前咋軍，仮装行列に，教官も研修

／生も学生と一藷になって出場し，大いに琴春欧歌の一助となつ狩。もち論，織絡化学の連、＿

、中であった。そうして，それまでの学園祭の沈滞した空気をナ気にふっとばしたもの女。

それ以来しばらりま　球技大全でも，運勢会でも，また文化祭でも，どうも学部の学應祭∴

といっても，繊化教室が中心になって，ま一るで繊維化学科のための催しのようだった。ざ

れでは，▼もち論，主旨に反するので，今后は学敵、な大学全体が，学長吟じめ，本部の夢

一一ムの人も，磨場の人もみんなひっぼり出して，学生と共に，みんなが楽しい学薗祭にレて

ほしいものである。

京都工過大の独痔の学園祭を定期的に催すようにすれば，それ∫′きもう，ただ小つぼけな

大学内だけの催しものではなくなり，世間一般の人々まで引きずり込んだ，より一層楽し　〉

い，そして何かにつけて有益な催し物になるのではないだろうか。そのためには，伝統の

ない新制大学には，かなりの努力を必要とするだろうが，その成果が実った時のことを考

えれば，大いに情熱を燃すべきことである0本学のような小さな大学で，世間「般ゐマン二

モス大学のマネをしたところで，大した成果も鶏待出来ないに決ってい▼る。それよりも，

他で一寸マネの出来ない一種独特の催しものを学閻集として催したならば，初めは例え，

それが貧弱なものであっても，，やがて回を重ねるをこつれて，立派なもの隼なって行くだろ

うし，また，そういう風にもっていかないようでは，蘇角の催しもやらぬがまし，と悪評

を受けるだろう。その一よい例か，繊維展である。今までi三回を数えた催しも，もうここ

らで明嵐なダイヤにのせるべき時に来たのではないだろうか。当時者ともなれば，大変な

仕事であるから，現状セは，毎年とは，とっても開けるようなものではない。せめて隔年

ぐらいの娩枝のしろものであることは，経験者なら誰でもそう思うだろう。ところで，絨

礫展ともなれば，世の人々は繊維の大学と〔、う限り，そこへ行耳ば裁縫のことなら，何で

も分ると大いに期待するに決っている0それだけに主催者側は，張り合いがあるし，また

うかうか出来ない。磯雄の寧なら何でも受け答え出来ねば，看板叱偽りあり，何じゃあん

な学校は程度が低いなんて．きびしい風評を受けないとも限らない。だから，主催者である

／学生諸兄姉としても，大いに，繊維の実際的な知盃をも，織維大学生の教養として身につ

けておいてほしいものであるし，それはまた当然のことでもある。貯立医大の学生が，そ′

′の学園祭に，独特の無料健康診断などをして好評な蔭には，常日頃からの努力のあること

㌧を奉れてほならなり工絨大の繊経展も，常日頃から身につけた知識を大いに活用してこ

そ，学箇条本来の意義があるのではなかろうか。

ー5占－



／ノ　こ

l／ノ

14．本教室の現状

繊維夜学め現状はどんなであるか。そのニ⊥面は，学生諸兄が一番よ’＿く知っていることで

ある0こ羊でくどくど述べるまでもない0ただ一言・創立以来より十数年蘭を見ていえる

ことは、一旗近どうやら破竹の勢いの発展振りもやや衰えて来ているまうに思える、・という

こ－とである。この科学発展の目覚しい時抽こ，現状繚持乃至は，発展の荘合が少いようで

は，たたもう義政としかいえないのである。少くても一般の糞尿変と同程度に〉まで，その

ピッチを上げるべきである。そのためには，スタッフの充実，設備の充実ももち論必愛で

あるけれども，それよりも何よりも，学生一人一人の大いなる自覚が必要である。諸兄姉ト

み潔，大いにわれらの母校発展のため，わが匝尭展のた軌われわれの道を亨を組んで行　ジん

こうではないか0

今そ栄あれ　若きわれらに

いざいざ共に　青空のもと

腋（かいな）組みて　衰えてゆかん

古き蔀の　みどりか母校

15．本教室の未来図

では，繊維化学数蔓の未来図は，どうなるのだろうか。学生諸兄のみならず，等簑生ま

で誰しも皆が大いに気にする問題である。

創立当時と今と比べて，世界中の科学の発展ぶりは，実にすぼらしい。だのiこ，本学の

、発展ぶりは，実質上級々たるものであるといっても過言ではなカナろう云繊維学部七なると，／

全くお粗末である○繊維化学教室に，∵つの講座の増えたのは，当然出来るべきして出窓

たというか，当初からあるべきだったのが，遅れて出来たのに過ぎない。それらは比して一

旧帝大系のすぼらしい発展，地方新制大の躍進ぶりをみるにつけ，われらの大学のお粗末

な進展ぶりさま，全くもって歯がゆい。誰しも疑心暗鬼になるのも無理からぬことではない

ここに若干の案がある○それら∵つ∴っには一長一短もあり・今直ちにどれがよいとは

云えないけれども・世の中の動きからみて，声の採択は遅かれ早かれ，ここ数牢の間叱行

われると見て差し支えなさそうである。そのようなことが行われずに終った時には，工韻

大に悲劇が訪れると思ってもよいのではなかろうか0
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A案ト一一両学部の合併。ただし，教養学部としては分離せずに，本学の特長である

教養科目の受護と並行して，専門の基磨学課をも受講するというジグザグライジはくずき

ない。東京工大に対抗した大学の誕生。

B案：一一一両学部絞会の接近。A薬の改良型。校舎が接近しておれば，実質上，合併

されたのとほとんど変りないと思われる。た乾し，両学部それぞれ明確に，工芸関係と繊

維関係とに分け，現在のように，似たような学科が両方にあったり，当然繊維学部に入る

べき学科が工芸学部叱あるというような不統一がないものであってほしい。その結果，東

京工大に対抗した京都工大および，世界随一の繊維大学への飛躍が見られそうである。

C案：－両学部別個に拡張して，やがては，分離独立するという案。結果は，B案

がそれぞれ別個さこ出来るといえる。

その他の薬もまた多々あるようだが，公平な立場からみて，まず以上の5案ぐらいでは

なかろうか。これが私の見た5つの夢である。

絨稚化学教室の未来図も，おのずと大学の未来図の中に入っているのであるから，その

ような小さな夢は，はっきり見えなかった。果してその運命やいかに！？

書き終ってほっとした。だが書き洩れたこともまだまだ沢山あるはずである。この「紘

維化学教室の生いたちの記」もまたいっの日にか，書き改められる時もあろう。その時に

は更に充実した物語が書かれることだろう。

ところで，前貨に比べて后篇は，私見が多くを占めて，まるで不統一になってしまった

ことは，凍くお詑びする。ただ后笛は，放経化学教室の－先輩の意見として参考にしても

らえば，幸甚である。

長々とした駄文を読まれた方々に厚く勧礼を申しあげ，聾を納める。

（参考文献）　京範工芸繊維大学要覧

衣笠同窓会々誌「衣笠学報」

織化会々誌

祷終化学科機関誌「愛宕」および「チェーンJ

京都新聞r新大学物語J，

（昭58．1．51．究）
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昭和3　7年度

卒　業　生　の・　ゆ　　く　　え

編　集　部

芦　田　孝　雄

天　瓦　健　治

井　伊　国　裕

池　田　　　弘′

井　上　倭　次

井　上　　　正

井　上　道　明

上　田　　　稔

上　田　裕　正

内　正　　　正

大　野　　　徹

大　桶　正　樹

岡　崎　敏　之

岡　田　卓　二

片　瀬　憲　一

川　端　誠　治

喜　多

下
　
下
　
野
　
田

木
　
坂
　
沢
　
高

敏
　
′
泰
　
信
　
敏

雄

実

京大大学院

日本レイヨン

三菱樹脂

三菱製紙

呉羽紡績

東洋レーヨン

東洋紡繚

大津タイヤ

東洋リノリウム

日本ペイント

亜是裂頗

阪大大学院（エ）

東洋レーヨン

阪大大学院（工）

呉羽化成

京大大学院（工）→

ブリヂストンタイヤ

大日本紡績

帝人

大阪市大大学院（工）

京大大学院

竹　迫　雄　司

田　中　逸　雄

千　葉　　　明

寺　田　英　一

登　川　寿　夫

中　村　忠　夫

原

平　野　呂　二

乎　蘭　敏　雄

広　頗　節　子

藤　田　宏　哉

頻　内　藤　宏

町　田　忠太郎

松　下　真智子

松　本　　　正

村　臼　　　有

村　田　紀　子

森　山　文　雄

大　塚　弘・毅

分　部　好　孝

鏡永化学

大日本紡績

京大大学院（エ）

日東訪露

倉敷訪顔

京大大学院（理）

日本レイヨン

粟津クロス

鹿西ペイント

第一・レース

日本ゼオラ

阪大大学院（工）

丸善石油

日立製作所

宇部興産

鐘ケ渕訪韓

第一レース

倉敷レーヨン

宇部嘩産

大日精化工業

「59－

、
／
ち
≧
　
≒
・
、
．
・
‘
・
～
j
パ
j
ぺ
エ
ソ
さ

さ

ィ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

∵

バ

‥



／　　ヽ

＼

編集後記

今度は大変遅れてしまって申し分をい。25日が51日まで延びてしまった。

目下試験も始まったが一・二回生以外はまめ楽でめろう。

今回は特紅四回生の原稿をと集めまわった，おかげで腐集委員が…‥と言

われることになった。

本当に速いもので光陰矢の如しとは四回生のみが感ずることでは浸かろう。

あゝこんをこともめったとたまに患い出しで戴ければこんなうれしいことは

ない。最後に四回生の多幸と健康をお祈りして〝Chain〝の一年も幕を閉

じる。

・Chain No．15

ノ発　布・日

発　行　者

印　　　刷

編　　集

編集代表

昭和58年2月18日

京都繊維大学繊維化学科

北斗プリント社

紐維化学科Cbain編集部‘

金　井　政　洋
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